
大
坂
［留
大~

傘寸
錐居
需役
後，レ

泉館
喜入
と
大
坂

は
じ
め
に

藩
政
の
運
営
に
と
っ
て
大
坂
が
占
め
る
役
割
の
重
要
性
に
つ
い
て

は
、
あ
ら
た
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
幕
務
体
制
の
流
通
お

よ
び
金
融
に
お
け
る
大
坂
の
は
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
、
早
く
か
ら

多
く
の
研
究
蓄
積
が
積
み
あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
前
、
近
年

に
お
い
て
も
全
国
的
視
野
に
立
っ
て
、
金
融
論
や
市
場
論
な
ど
か
ら
大

坂
の
機
能
を
検
討
し
た
研
究
が
な
さ
れ
、
深
め
ら
れ
て
い
る
状
況
に
あ

る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
個
別
の
務
と
大
坂
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
論
究

も
ま
た
豊
富
な
蓄
積
を
も
っ
に
至
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
加
賀
艇
や

仙
台
藩
、
ま
た
会
津
藩
、
越
後
新
発
田
藩
、
越
前
鯖
江
藩
、
萩
藩
、
松

代
都
、
岡
山
都
な
ど
に
つ
い
て
の
研
究
が
あ
げ
ら
れ
る
。
多
く
の
場
合

大
名
金
融
論
か
ら
の
論
究
で
あ
る
が
、
後
二
者
が
大
坂
留
守
居
役
の
動

金

森

正

也

向
や
役
割
に
つ
い
て
検
討
の
対
象
と
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
と

り
わ
け
泉
正
人
に
よ
る
岡
山
藩
の
研
究
は
、
大
坂
留
守
居
役
の
役
割
を

金
融
・
財
政
的
な
側
面
に
と
ど
め
ず
、
多
様
な
政
治
的
役
割
に
注
目
し

た
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
巨
視
的
な
視
点
か
ら
大
坂
商
人
と
大
名
財

政
と
の
関
連
を
考
え
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
指
摘
す
る
ま
で
も

な
い
が
、
藩
の
大
坂
留
守
居
役
の
動
向
の
詳
細
な
分
析
を
と
お
し
て
、

そ
の
は
た
し
た
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
従
来
の
大
名
金
融
論

に
つ
い
て
も
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

秋
田
藩
と
大
坂
商
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
す
で
に
先
学
の
研
究
蓄

積
が
あ
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
大
局
的
な
見
地
か
ら
の
財
政
状
況

へ
の
言
及
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
個
別
の
商
人
と
の
交
渉
過
程
な
ど
に

つ
い
て
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
研
究
状
況
を
ふ
ま
え

て
、
こ
の
小
論
で
は
、
大
坂
留
守
居
役
の
日
記
を
と
お
し
て
、
天
保
四
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年
の
凶
作
・
飢
健
前
後
の
調
達
銀
を
め
ぐ
る
交
渉
過
程
を
検
討
す
る
こ

と
で
、
そ
の
は
た
し
た
役
割
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
し
て

秋
田
藩
が
飢
鐙
状
況
を
乗
り
切
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

本
稿
で
分
析
の
対
象
と
す
る
の
は
、
「
介
川
東
馬
日
記
』
と
過
称
さ

れ
る
史
料
で
あ
針
。
介
川
東
馬
は
、
文
化
十
三
年
（
一
八
二
ハ
）
に
家

督
継
承
時
の
禄
高
が
六
六
石
余
で
、
佐
竹
義
和
の
人
材
登
用
策
の
な
か

か
ら
頭
角
を
現
し
た
典
型
的
な
改
革
派
官
僚
で
あ
る
。
介
川
は
、
文
化

十
三
年
i
十
四
年
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）

i
十
年
、
文
政
十
二
年
、

天
保
三
年
（
一
八
一
三
乙

l
六
年
、
天
保
九
年
の
五
度
大
坂
詰
を
経
験

し
て
い
る
。
な
か
で
も
天
保
の
大
凶
作
時
に
は
そ
の
前
後
足
掛
け
四
年

間
に
わ
た
っ
て
在
坂
し
て
お
り
、
そ
の
聞
に
お
け
る
上
方
商
人
と
の
折

衝
を
詳
細
に
日
記
に
書
き
残
し
て
い
る
。
当
時
の
役
職
は
勘
定
奉
行
で

あ
り
、
介
川
の
ほ
か
、
勘
定
奉
行
と
し
て
は
富
田
治
兵
衛
（
途
中
清
水

衛
門
に
交
代
）
、
同
吟
味
役
山
崎
甚
五
兵
衛
・
小
野
崎
又
右
衛
門
が
詰

め
て
い
た
。
本
来
、
在
坂
の
時
期
全
般
を
対
象
と
し
た
い
が
、
紙
数
の

都
合
で
、
藩
政
が
も
っ
と
も
危
機
的
状
況
に
直
面
し
た
天
保
飢
館
前
後

の
時
期
に
限
定
し
て
そ
の
活
動
の
内
容
と
は
た
し
た
役
割
を
明
ら
か
に

し
て
み
た
い
。
な
お
、
「
介
川
東
馬
日
記
」
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
特

に
脚
注
を
付
さ
ず
、
史
料
引
用
部
分
に
は
『
日
記
』
と
し
年
月
日
を
付

す
こ
と
に
す
る
。

第
一
節

『
介
川
東
馬
日
記
』
に
み
え
る
上
方
館
入

最
初
に
、
「
日
記
」
に
出
て
く
る
上
方
館
入
を
概
観
し
、
藩
と
の
関

係
を
推
測
し
て
お
こ
う
。
『
日
記
」
に
は
、
し
ば
し
ば
秋
田
藩
の
館
入

に
対
し
て
「
賞
与
」
「
賞
言
」
を
あ
た
え
る
記
事
が
出
て
く
る
の
で
、

そ
こ
か
ら
館
入
を
務
め
た
商
人
が
判
明
す
る
。

ま
ず
、
こ
の
時
期
の
蔵
元
は
、
山
中
（
鴻
池
）
新
十
郎
と
梶
川
（
塩

屋
）
孫
左
衛
門
の
二
名
で
あ
る
。
山
中
は
、
豪
商
と
し
て
著
名
な
鴻
池

普
右
衛
門
の
有
力
な
別
家
筋
に
あ
た
る
。
本
稿
で
は
こ
の
両
家
に
つ
い

て
は
「
山
中
」
と
「
梶
川
」
で
表
記
を
統
一
し
た
い
。

次
に
、
館
入
で
あ
る
。
館
入
は
、
さ
ら
に
「
旧
家
」
「
新
家
」
「
浜
方
」

に
区
分
さ
れ
て
登
場
す
る
。
「
旧
家
」
は
、
宝
暦
期
に
銅
問
屋
と
し
て

藩
の
蔵
元
を
務
め
て
い
た
長
浜
屋
源
左
衛
門
を
は
じ
め
と
し
た
三
名

で
、
こ
の
段
階
で
は
、
藩
と
の
経
済
的
な
つ
な
が
り
は
そ
れ
ほ
ど
強
い

も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
「
新
家
」
は
、
数
も
多
く
、
藩
が
そ

の
経
済
的
援
助
と
い
う
点
に
お
い
て
多
く
を
期
待
し
た
商
人
た
ち
で
あ

る
。
長
田
（
加
嶋
屋
）
作
兵
衛
を
は
じ
め
と
し
た
一

O
名
が
主
な
「
新

家
」
で
あ
る
。
金
銭
面
で
の
援
助
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
蔵
元
よ
り

も
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
新
家
館
入
が
存
在
す
る
。
彼
ら
が
「
新

家
」
と
称
さ
れ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
一
九
世
紀
以
降
に
藩
と
の
関
係
が

成
立
し
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
た
め
で
あ
り
、
「
旧
家
」
が
格
上
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
藩
の
経
済
的
支
え
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長田家の諸藩からの給米銀高

給米名目 給米銀高 割合（%）

肥後知行米 78貫806匁 42.5 

筑前御扶持 14貫884匁 8 

宇和島御合力米 1貫587匁 0.8 

広島御合力米 16貫 25匁 8.6 

丸亀御合力米 8貫241匁 4.4 

伊東御扶持 1貫574匁 0.8 

水戸御扶持 3貫897匁 2.1 

新地肥後御扶持 2貫412匁 1. 3 

丸岡御知行 1貫775匁 0.9 

篠山御扶持 2貫846匁 1. 5 

仙台年暮米 4貫 50匁 2. 9 

雲州御扶持 2貫325匁 1. 3 

秋田御知行 40貫275匁 21. 7 

明石御知行 3貫201匁 1. 7 

作州被下米 2寅526匁 1. 4 

備後御扶持 992匁 0.5 

表1

「摂津国大坂玉水町加嶋屋長田家文書J
（国文学研究資料館所蔵）解題より作成。

と
い
う
意
味
で
は
「
新
家
」
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
重
要
な
役
割
を
は
た

し
て
い
る
。
な
か
で
も
、
長
田
作
兵
衛
は
、
前
掲
の
蔵
元
両
名
と
と
も

に
秋
田
藩
財
政
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
表
1
は
、
安

政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
お
け
る
同
家
の
諸
藩
か
ら
の
給
米
を
当
時
の

銀
相
場
に
直
し
て
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
熊
本
務

に
つ
い
で
秋
田
藩
の
知
行
米
が
二
位
と
な
っ
て
お
り
、
全
体
の
中
で
の

比
重
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。

第
三
に
「
浜
方
」
と
称
さ
れ
る
館
入
ら
が
い
る
。
こ
れ
は
、
堂
島
を

拠
点
と
す
る
新
興
商
人
た
ち
を
意
味
す
る
が
、
お
そ
ら
く
大
き
く
は
「
新

家
」
館
入
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
商
人
で
あ
る
。
た
だ
、
堂
島
商
人
で
あ

る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
廻
米
の
処
理
や
米
価
の
動
向
の
情
報
な
ど
、

藩
に
と
っ
て
は
重
要
な
機
能
を
担
う
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
分
類
さ

れ
る
の
は
、
室
谷
（
播
磨
屋
）
仁
兵
衛
な
ど
人
名
で
あ
る
。
以
上
の
ほ

か
、
堺
・
近
江
・
京
都
な
ど
に
も
館
入
が
存
在
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
館
入
と
称
さ
れ
る
商
人
が
、
想
像
以
上
に
多
数
に

お
よ
ぶ
こ
と
に
ま
ず
驚
か
さ
れ
る
。
筆
者
も
、
館
入
を
蔵
元
商
人
と
ほ

ぼ
同
義
と
し
て
と
ら
え
、
廻
米
や
廻
銅
を
通
じ
て
交
渉
の
あ
っ
た
上
方

商
人
と
い
う
程
度
の
理
解
の
仕
方
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
点
を
ま
ず
改
め

る
必
要
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
多
数
の
館
入
と
藩
の
つ
な
が
り

が
す
べ
て
等
質
の
も
の
で
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
関
係
の
具
体
的

内
容
も
不
明
な
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
後
述
の
よ
う
に
、
天
保
初
期

に
お
い
て
藩
の
銀
米
調
達
依
頼
に
協
力
し
（
そ
の
度
合
い
は
異
な
る

が
て
な
ん
ら
か
の
形
で
応
じ
た
者
た
ち
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

な
お
、
「
大
阪
の
研
究
』
は
、
館
入
（
立
入
）
に
つ
い
て
、
「
特
定
の
職

務
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
が
、
諸
藩
が
大
阪
に
お
い
て
金
策
を
な
す
場

合
、
当
該
藩
の
蔵
元
・
掛
屋
の
相
談
相
手
と
な
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
と
斡

旋
の
労
を
と
っ
た
」
と
い
い
、
「
ま
た
常
設
的
な
蔵
屋
敷
の
職
員
で
な

く
て
も
、
銀
主
と
し
て
何
等
か
の
形
で
藩
の
金
策
に
参
劃
す
る
と
き
は

広
い
意
味
に
お
い
て
、
当
該
藩
の
用
達
で
あ
り
、
立
入
で
あ
っ
た
」
と

説
明
し
て
い
お
o

『
新
修
大
阪
市
墨
は
、
館
入
を
「
蔵
屋
敷
に
出
入

り
し
て
普
請
・
婚
姻
・
国
替
・
飢
鐙
等
の
際
の
臨
時
御
用
に
応
じ
た
」

者
と
説
明
し
て
い
る
が
、
同
時
に
「
立
入
は
、
蔵
屋
敷
に
出
入
り
を
許

さ
れ
、
随
時
蔵
屋
敷
側
の
借
銀
依
頼
に
応
ず
る
蔵
元
・
掛
屋
以
下
、
大
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名
貸
を
す
る
町
人
の
総
称
で
あ
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
前
者
の
説
明

で
は
、
「
金
策
に
参
劃
す
る
と
き
は
」
と
い
う
限
定
っ
き
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
が
、
館
入
町
人
は
そ
の
役
割
を
務
め
る
大
名
家
か
ら
知
行
や

扶
持
米
を
下
賜
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
関
係
は
固
定
化
し
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
時
の
経
済
力
に
よ
っ
て
は
蔵
元
な
ど
よ
り
も
藩
に
と
っ
て

頼
り
に
な
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
以
下
で
論
述
し
て
い
く
つ
も
り

で
あ
る
。
藩
に
と
っ
て
の
経
済
的
役
割
と
い
う
意
味
で
は
、
蔵
元
や
掛

屋
を
含
む
広
い
概
念
で
と
ら
え
た
『
新
修
大
阪
市
史
』
の
説
明
が
妥
当

で
あ
る
よ
う
に
思
う
。

以
上
の
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ

と
は
、
冒
頭
の
蔵
元
、
山
中
（
鴻
池
）
新
十
郎
お
よ
び
梶
川
（
塩
屋
）

惣
十
郎
と
、
新
家
館
入
の
長
田
（
加
嶋
屋
）
作
兵
衛
の
三
名
に
つ
い
て

は
、
藩
側
が
こ
れ
を
コ
ニ
家
」
と
称
し
て
、
特
別
に
親
交
を
継
続
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
次
の
史
料
を
み
よ
う
。

江
戸
ハ
月
割
之
内
此
表
仕
出
ニ
向
鴻
池
・
塩
屋
・
か
し
ま
や
江
調

達
相
頼
候
義
、
一
昨
年
ハ
千
弐
百
貫
目
頼
候
へ
と
も
江
戸
よ
り
減

之
義
申
越
九
百
貫
目
ニ
相
滅
、
昨
年
も
九
百
貫
目
頼
候
所
、
今
年

ハ
御
米
下
落
且
閏
月
等
も
有
之
ニ
付
増
候
而
頼
候
外
有
之
ま
し
く

候
所
、
例
年
八
月
中
頼
入
候
へ
と
も
拙
者
上
着
之
上
申
合
候
而
と

申
事
ニ
い
た
し
置
候
よ
し
、
段
々
申
合
候
所
、
御
国
作
方
不
宜
、

（
中
略
）
漣
も
千
弐
百
貫
目
都
合
相
頼
候
外
無
之
ニ
付
、
当
六
日

山
崎
屋
寿
之
助
碁
会
ニ
而
参
り
候
節
拙
者
・
武
兵
衛
立
会
表
座
し

き
ニ
而
同
人
江
申
談
、
（
中
略
）
然
ル
処
三
家
申
合
之
上
昨
日
内
々

右
之
御
受
申
上
候
事
ニ
相
成
候
段
寿
之
助
昨
日
申
聞
候
よ
し
吟
味

役
申
候
（
「
日
記
』
天
保
三
年
十
月
十
四
日
）

冒
頭
に
見
え
る
鴻
池
・
塩
屋
・
か
し
ま
や
は
、
そ
れ
ぞ
れ
中
山
・
梶

川
・
長
田
の
三
家
で
あ
る
。
こ
の
史
料
か
ら
、
こ
の
三
家
が
、
江
戸
表

の
財
政
の
大
本
を
賄
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
右
の
史
料
の

続
き
に
よ
れ
ば
、
天
保
三
年
五
月
か
ら
同
四
年
四
月
ま
で
の
江
戸
御
月

割
金
の
総
額
は
金
四
万
一
五
一

O
両
で
、
そ
の
う
ち
三
万
二

O
六
六
両

が
「
大
坂
仕
出
」
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
江
戸
表
の
財
政
の
約
七

割
強
を
こ
の
三
家
が
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

。。

第
二
節

天
保
三
年
の
銀
調
達
と
借
財
仕
法
の
継
続

天
保
三
年
の
新
規
調
達

周
知
の
よ
う
に
、
天
保
四
年
（
一
八
一
二
三
）
は
大
飢
健
の
年
で
あ
る

が
、
そ
の
前
年
も
秋
田
表
は
不
作
で
あ
っ
た
。
介
川
が
十
月
初
旬
に
受

取
っ
た
秋
田
表
か
ら
の
九
月
十
二
日
付
の
書
状
に
よ
れ
ば
、
早
稲
は
ま

だ
し
も
中
稲
・
晩
稲
は
実
入
り
が
な
い
状
態
で
、
「
別
而
沢
入
山
添
等

絶
作
、
当
捨
之
処
も
間
々
有
之
」
で
あ
り
、
領
内
平
均
し
て
「
六
分
内

外
」
の
出
来
と
想
定
さ
れ
る
「
不
容
易
違
作
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
当
面
解
決
す
べ
き
問
題
を
、

差
当
此
違
作
ニ
而
ハ
明
年
大
坂
御
廻
米
等
之
御
都
合
如
何
可
有
之

哉
、
殊
ニ
明
年
御
借
財
仕
法
引
継
御
頼
ニ
も
候
得
共
右
等
へ
相
響
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不
申
ニ
い
た
し
候
て
も
新
規
之
御
調
達
等
知
何
可
有
御
座
哉

（
『
日
記
』
天
保
三
年
十
月
三
日
）

と
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
段
階
で
の
大
坂
詰
方
の
課
題
は
、

①
明
年
の
大
坂
廻
米
の
問
題
、
②
「
借
財
仕
法
」
切
替
え
の
問
題
、
③

秋
田
表
の
違
作
に
対
応
す
る
た
め
の
新
規
調
達
の
実
現
、
の
三
点
に
集

約
さ
れ
る
。
②
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
、

介
川
は
ま
ず
、
加
嶋
屋
弥
十
郎
を
呼
ん
で
事
細
か
に
相
談
し
て
い
る
。

加
嶋
屋
弥
十
郎
は
、
長
国
家
の
支
配
人
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
介
川
の
相

談
に
の
り
、
ま
た
助
言
を
あ
た
え
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
と
き
弥
十
郎

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

此
節
三
家
之
も
の
へ
御
申
可
被
成
と
の
思
召
至
極
御
尤
ニ
支
配
人

と
も
被
召
呼
被
仰
候
而
可
然
奉
存
候
、
尚
御
回
米
之
義
ハ
一
円
被

相
止
御
国
払
ニ
被
成
置
候
而
可
宜
、
左
様
被
遊
候
油
三
家
之
も
の

何
と
も
申
上
候
事
は
有
之
ま
し
く
候
、
御
国
元
御
益
ニ
相
成
事
ニ

御
座
候
得
ハ
其
義
第
一
之
御
事
ニ
奉
存
之
段
申
事
ニ
候
、
（
中
略
）

差
当
三
家
其
外
辰
巳
屋
・
鴻
池
・
千
草
や
・
播
仁
此
七
人
ニ
而
弐

百
貫
目
ッ
、
と
見
候
、
千
四
百
貫
目
ハ
出
来
候
わ
け
ニ
御
座
候
、

其
余
ハ
何
と
か
被
成
か
た
も
可
有
之
、
作
兵
衛
義
ハ
可
成
丈
出
精

相
勤
候
心
得
ニ
御
座
候
段
申
事
ニ
御
座
候
、
清
八
ハ
鵬
六
ヶ
敷
事

を
可
申
上
な
と
申
開
笑
ひ
候
事
ニ
候

（
『
日
記
」
天
保
三
年
十
二
月
十
四
日
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
館
入
ら
は
、
秋
田
表
の
実
情
を
理
解
し
て
い
る
の

で
、
翌
年
の
廻
米
は
不
要
で
あ
る
こ
と
、
館
入
ら
七
人
で
一
四

O
O貫

目
は
調
達
可
能
で
あ
る
こ
と
が
回
答
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
七
名
は
、
三

家
の
ほ
か
、
辰
巳
屋
久
左
衛
門
・
鴻
池
庄
三
郎
・
千
草
屋
忠
三
郎
・
室

谷
（
播
磨
屋
）
仁
兵
衛
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
新
家
（
浜
方
を
含
む
）
と

さ
れ
る
館
入
で
あ
る
。
最
後
の
一
文
は
、
山
中
の
支
配
人
で
あ
る
鴻
池

清
人
あ
た
り
は
い
ろ
い
ろ
文
句
も
言
う
こ
と
だ
ろ
う
、
と
い
う
軽
口
で

あ
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
館
入
側
に
も
余
裕
が
感
じ
ら
れ
る
。

介
川
ら
は
、
こ
の
加
嶋
屋
弥
十
郎
の
報
告
に
基
づ
い
て
、
翌
日
館
入

ら
へ
申
し
渡
す
演
説
書
を
作
成
し
て
い
る
が
、
「
明
年
之
都
合
大
抵
取

調
候
所
凡
千
四
百
貫
目
余
之
不
足
ニ
相
見
」
と
い
う
銀
高
に
示
さ
れ
る

よ
う
に
、
ほ
ぽ
右
の
加
嶋
屋
弥
十
郎
の
助
言
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ

た。
翌
一
六
日
、
介
川
は
三
家
の
支
配
人
を
召
喚
し
、
こ
の
演
説
書
を
申

し
渡
し
て
い
る
。
こ
の
後
場
所
を
移
し
て
の
酒
席
と
な
る
が
、
「
酒
中

内
々
弥
十
郎
拙
者
江
申
候
ハ
、
途
中
ニ
而
両
家
江
も
哨
合
候
所
い
つ
れ

も
諦
よ
ろ
し
く
御
座
候
、
子
細
無
之
候
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
加

嶋
屋
弥
十
郎
が
根
回
し
を
し
た
結
果
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
こ
の
席
で
、
中
山
家
の
支
配
人
鴻
池
清
八
は
、
「
明
春
之
事
ハ
無
拠

義
ニ
御
座
候
、
是
迄
あ
な
た
様
・
小
の
崎
様
ハ
い
つ
も
御
難
渋
成
所
江

計
り
御
当
御
迷
惑
成
御
事
ニ
御
座
候
、
し
か
し
あ
な
た
様
ニ
無
之
候
而

不
相
成
ニ
付
自
然
其
所
へ
御
向
之
義
ニ
可
有
御
座
」
（
『
日
記
』
天
保
三

年
十
二
月
十
六
日
）
と
諾
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
史
料
中
「
小
の
崎
様
」
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と
あ
る
の
は
、
勘
定
方
吟
味
役
小
野
崎
又
右
衛
門
で
あ
る
。
こ
の
部
分

は
、
多
分
に
介
川
の
自
己
賛
辞
の
側
面
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
介
川
が
館
入
ら
と
浅
か
ら
ぬ
関
係
を
築
く
努
力
を
し
て
い
た
こ
と

は
察
せ
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
翌
年
に
な
っ
て
早
々
、
国
元
か
ら
不
足
分
の
明
細
が
届

き
、
そ
の
総
額
は
三
五
O
O貫
目
ほ
ど
と
伝
え
て
き
た
。
幕
府
か
ら
の

銅
山
拝
借
米
や
領
内
調
達
の
実
現
性
が
な
い
こ
と
、
江
戸
月
割
金
の
増

大
や
、
家
中
借
知
の
割
合
を
半
知
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
不
足

分
（
そ
れ
ま
で
は
六
四
の
借
知
で
あ
っ
た
）
な
ど
が
そ
の
理
由
と
し
て

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
介
川
ら
は
、
当
初
一
四
O
O貫
目

と
し
て
い
た
調
達
目
標
額
を
急
逮
増
額
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
介
川

は
た
だ
ち
に
館
入
ら
へ
の
調
達
依
頼
分
の
割
直
し
を
行
い
、
二
月
下
旬

の
段
階
で
ほ
ぼ
そ
の
目
標
額
を
達
成
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
明
細
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

山
中
新
十
郎
（
六
O
O貫
目
）
、
梶
川
孫
左
衛
門
（
六
O
O貫
目
）
、

長
田
作
兵
衛
（
六
O
O貫
目
）
、
辰
巳
屋
久
左
衛
門
（
五
O
O貫
目
）
、

千
草
屋
忠
三
郎
（
五
O
O貫
目
）
、
鴻
池
庄
兵
衛
（
四
O
O貫
目
）
、
室

谷
仁
兵
衛
（
四
O
O貫
目
）
、
近
江
屋
休
兵
衛
（
五
O
貫
目
）
、
加
嶋
屋

三
郎
兵
衛
（
四
O
貫
目
）
、
山
下
八
郎
右
衛
門
（
二

O
貫
目
）
、
奥
田
仁

左
衛
門
（
三
O
貫
目
）
、
伊
勢
谷
藤
四
郎
（
三
O
貫
目
）
、
升
屋
源
左
衛

門
（
二
五
貫
目
）
、
難
波
屋
太
助
（
二

O
貫
目
）
、
久
々
知
屋
吉
兵
衛
（
五

O
貫
目
）
、
酢
屋
利
兵
衛
（
五
O
貫
目
）
、
鍵
屋
五
兵
衛
（
五
O
貫
目
）
、

百
足
屋
伊
右
衛
門
（
三

O
貫
目
）
、
以
上
で
あ
幻
o

こ
の
ほ
か
、
記
事

の
内
容
か
ら
何
ら
か
の
協
力
は
し
た
が
そ
の
金
額
が
判
明
し
な
い
者
も

あ
る
。
な
お
そ
の
す
べ
て
が
一
括
し
て
納
入
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、

同
年
九
月
ま
で
の
分
割
と
さ
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
利
息
は
一
部
の
反
発
を
押
し
切
っ
た
形
で
月
七
朱
（
0
・
七
%
）

と
す
る
介
川
の
案
で
決
定
し
た
。
こ
の
一
件
に
つ
い
て
介
川
は
、
辰
巳

屋
支
配
人
長
兵
衛
が
、
「
畢
覚
御
実
意
之
よ
く
通
候
故
之
御
事
と
奉
感

入
候
」
と
感
想
を
述
べ
、
ま
た
山
中
家
支
配
人
の
鴻
池
清
八
が
、
「
此

度
之
義
初
拝
承
仕
候
節
御
大
造
之
事
ニ
付
何
と
も
恐
入
且
当
惑
計
り
仕

居
候
、
中
々
二
ヶ
月
や
三
ヶ
月
ニ
か
た
付
候
義
ニ
無
之
候
処
実
ニ
半
月

ニ
不
満
中
々
速
ニ
相
済
、
全
以
あ
な
た
様
之
御
精
神
い
つ
れ
へ
も
腹
へ

入
候
事
ニ
相
見
、
奉
恐
入
候
」
と
述
べ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
（
『
日

記
』
天
保
四
年
二
月
十
五
日
）
。
介
川
の
得
意
満
面
の
気
持
ち
が
手
に

取
る
よ
う
に
わ
か
る
一
文
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
天
保
三
年
の
不
作
に
よ
る
財
政
難
へ
の
対
応
は
、
ひ

と
ま
ず
介
川
ら
大
坂
詰
役
人
の
努
力
で
成
果
を
上
げ
た
が
、
館
入
ら
の

好
意
的
対
応
も
、
こ
こ
ま
で
が
限
界
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
「
借
財
仕

法
」
の
処
理
に
続
き
、
未
曽
有
の
大
凶
作
が
東
北
を
直
撃
し
、
そ
の
こ

と
に
よ
る
大
坂
米
市
場
の
動
向
に
よ
り
、
介
川
ら
は
国
元
へ
の
飯
米
の

確
保
に
奔
走
す
る
こ
と
に
な
る
。
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借
財
仕
法
の
継
続

介
川
た
ち
の
次
な
る
課
題
は
、
「
御
借
財
仕
法
」
と
よ
ば
れ
る
も
の

の
継
続
を
、
館
入
ら
に
納
得
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
仕
法
は
、

文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
に
藩
の
都
合
に
よ
り
執
行
し
た
も
の
で
、

一
部
借
銀
の
元
銀
返
済
を
据
え
置
き
、
利
息
を
下
げ
て
返
済
す
る
と
い

う
も
の
で
、
五
年
間
の
約
定
で
あ
っ
た
。
一
例
と
し
て
、
表
2
に
「
三

家
」
の
場
合
を
示
そ
う
。
い
わ
ゆ
る
「
御
月
割
銀
」
と
最
下
段
の
「
臨

時
調
達
」
以
外
は
、
元
銀
据
置
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
利
率

も
低
く
、
こ
れ
は
一
朱
下
げ
ら
れ
た
数
値
で
あ
る
。
ま
た
前
々
か
ら
の

分
は
元
利
と
も
五
年
間
「
御
断
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
三
家
の

み
な
ら
ず
借
財
の
あ
っ
た
す
べ
て
の
館
入
に
適
用
さ
れ
た
。

従
来
、
藩
が
い
わ
ゆ
る
大
名
貸
し
を
受
け
る
際
に
は
、
一
括
返
済
を

な
す
ケ
l
ス
は
な
く
、
長
国
家
か
ら
借
り
受
け
た
文
化
七
年
（
一
八
一

O
）
の
場
合
、
表
3
の
よ
う
に
返
済
予
定
の
明
細
を
整
え
て
い
る
。
こ

の
ケ
l
ス
で
は
返
済
期
間
は
二

0
ヶ
年
と
比
較
的
長
く
、
ま
た
利
息
も

三
朱
と
例
外
的
に
低
い
が
、
そ
れ
で
も
債
権
者
は
毎
年
定
額
の
返
済
を

受
け
取
り
、
最
終
的
に
は
お
よ
そ
二

O
四
貫
目
余
の
利
益
を
獲
得
す
る

こ
と
に
な
る
。
文
政
十
二
年
の
借
財
仕
法
は
、
こ
れ
を
大
き
く
変
更
す

る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

天
保
四
年
は
そ
の
最
後
の
年
に
あ
た
っ
て
い
た
が
、
藩
に
は
も
と
の

規
定
に
戻
し
て
返
済
す
る
経
済
的
余
裕
は
な
く
、
介
川
は
仕
法
の
さ
ら

な
る
継
続
を
館
入
ら
に
依
頼
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
お
か
れ
て

2 

御借財仕法案（三家分）

山中（鴻池）新十郎 梶川（塩屋）孫左衛門 長田（加崎屋）作兵衛 内 容

636貫目 384貫目 487貫200目余 前々 より置居分、当丑より来巳迄5ヶ年中
元利御断

70貫目 向上分、当丑より来巳迄5ヶ年中元銀置
居、利息3朱

322貫700自余 320貫700目 217貰200目余 去来年御年鹿中事御用返清残分、当丑より来巳
迄5ヶ 元銀世居、利息4朱

398貫目 278貫目 304貫目 去亥年御調達分、当丑より来巳迄5ヶ年中
元銀世居、利息4朱

212貫500目 212貫500§ 175貫目 去子年御手伝御用御調達分、定の過当丑よ
り5ヶ年割元利返情

85貫目 75貫目 90貫目 去子年2,3月御月割出銀分、定の通元利
返清

365貫目 345貫目 290貫目 去子~9月より御月割銀分、定の通元利返
稿

100貫目 子年11月中御調達分、元銀置居、利息5朱

100貫目 公儀融通銀、当丑より来巴迄5ヶ年中元銀
世居、利息5朱

90貫目 90貫目 74貫目 去12月難臨時御調達分、定の通元利返済

（計）2209貫200目余 （計）1775貫200目 1737貫400目余 総計 5721貫800目余

表2

. r介川東馬日記J文政12年1月24日条より。計・総計は試算。

。。

Akita University



元銀 利息支払分 元銀返済分

文化7年 496貫700目

返済

文化8年 496貫700目 17貫881匁 17貫881匁

文化9年 478貫818匁 17貫237匁 18貫524匁

文化10年 460貫293匁 16賞570目 19貫891匁

文化11年 441貫102匁 15貫879匁 19貫882匁

文化12年 421貫219匁 15貫163匁 20賞598匁

文化13年 400貫620日 14貫422匁 21貫340目
文化14年 379貫280目 13貫654匁 22賞108匁

文政1年 357貫172匁 12貫858匁 22賞904匁

文政2年 334賞268匁 12貫 33匁 23貫728匁

文政3年 310賞539匁 11貫179匁 24貫582匁

文政4年 285貫956匁 10貫294匁 25貫467匁

文政5年 260貫488匁 9貫377匁 26貫384匁

文政6年 234貫103匁 8賞427匁 27貫334匁

文政7年 206貫769匁 7貫443匁 28貫318匁

文政8年 1781!£450目 6貫424匁 29貫338匁

文政9年 149貫112匁 5賞368匁 33貫394匁

文政10年 118貫717匁 4貫273匁 31貫488匁

文政11年 87賞229匁 3貫140目 32貫622匁

文政12年 54貫607匁 1貫965匁 33貫796匁

文政13年 20貫810匁 749匁 20貫810匁

久保田藩借入金返済仕法曹表3い
た
。
冒
頭
に
引
用
し
た
秋
田
表
か
ら
の
書
面
に
「
明
年
御
借
財
仕
法

引
継
御
頼
ニ
も
候
」
と
あ
る
の
は
こ
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
然

こ
れ
は
館
入
ら
の
望
む
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
し
か
し
、
介
川
と
懇
意
で

あ
っ
た
加
嶋
屋
弥
十
郎
は
、
「
仕
法
之
義
ハ
明
年
中
ハ
御
年
限
之
中
ニ

候
故
早
春
よ
り
彼
是
申
上
候
も
の
決
而
有
之
ま
し
く
、
も
し
申
上
候
も

の
御
座
候
ハ
、
其
義
只
今
何
と
も
見
込
付
不
申
と
被
仰
候
得
ハ
夫
ニ
而

相
済
事
ニ
御
座
候
」
（
『
日
記
」
天
保
三
年
十
二
月
十
六
日
）
と
助
言
し

て
い
た
が
、
新
規
調
達
の
早
期
の
実
現
に
気
を
強
く
し
た
介
川
は
、
時

を
置
か
ず
こ
の
仕
法
継
続
の
件
も
決
着
し
よ
う
と
し
た
。

－文化7年10月より利息3朱、年々閏月を加えず12
ヶ月分の定。
－匁（目）未満の「分・座」は表中には表記していな

天
保
四
年
五
月
、
介
川
は
、
同
役
富
田
治
兵
衛
、

勘
定
吟
味
役
小
野
崎
又
右
衛
門
・
山
崎
甚
五
兵
衛

ら
が
列
席
す
る
な
か
、
館
入
ら
に
そ
の
仕
法
の
継

続
を
演
説
書
を
も
っ
て
通
達
し
た
。
ま
ず
二
十
三

日
に
三
家
に
対
し
、
翌
二
十
四
日
に
こ
の
仕
法
に

か
か
わ
る
館
入
ら
に
通
達
し
て
い
る
。
申
し
渡
し

の
要
点
は
次
の
二
点
で
あ
る
。

一
去
ル
丑
年
仕
法
御
借
財
是
迄
御
渡
利
足
之

内
、
口
々
無
残
壱
朱
減
之
事

但
融
通
銀
永
納
銀
無
利
足
年
賦
は
是
迄

之
通
之
事

右
之
通
ニ
候
得
ハ
来
午
よ
り
卯
迄
十
ヶ

年
中
御
頼
致
度
候
事

au 

又
は

一
是
迄
仕
法
を
以
利
足
御
渡
之
分
ハ
右
御
渡
高
下
地
之
通
居
置
、

惣
而
半
通
元
入
半
通
利
足
渡
之
積
、
是
迄
半
通
宛
元
利
渡
候
分

ハ
無
残
元
入
之
事

但
融
通
銀
永
納
銀
無
利
足
年
賦
ハ
同
断
之
事

右
之
通
ニ
候
得
ハ
来
午
年
よ
り
元
銀
済
切
迄
御
頼
致
度
事

（
『
日
記
』
天
保
四
年
五
月
二
十
三
日
）

つ
ま
り
、
①
文
政
十
二
年
の
仕
法
で
決
定
さ
れ
た
利
率
を
す
べ
て
一

朱
減
ず
る
こ
と
（
こ
の
場
合
は
元
の
仕
法
ど
お
り
元
銀
は
据
置
）
、
あ
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る
い
は
②
従
来
ど
お
り
の
利
率
で
返
済
を
希
望
す
る
場
合
は
、
返
済
額

の
半
分
を
利
息
、
残
り
半
分
を
元
銀
分
と
す
る
こ
と
、
こ
れ
ま
で
そ
の

方
法
で
返
済
し
て
き
た
者
は
す
べ
て
の
額
を
元
銀
返
済
と
す
る
こ
と
。

こ
の
二
者
択
一
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
仕
法
の
継
続
は
さ
ら
に
一

O
年
と
延
長
さ
れ
て
い
る
。
な
お
史
料
中
に
「
融
通
銀
」
と
あ
る
の
は
、

天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
に
幕
府
が
特
定
の
大
坂
商
人
ら
に
御
用
金
を

命
じ
、
出
銀
者
が
そ
れ
を
拝
借
す
る
か
た
ち
で
、
公
銀
と
し
て
直
接
大

名
に
貸
し
付
け
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
梶
川
な
ど
か
ら
は
再
検
討
の
願

い
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ほ
ぼ
形
だ
け
の
も
の
で
あ
り
、
お
お

む
ね
す
べ
て
の
館
入
か
ら
六
月
上
旬
に
は
了
承
の
回
答
が
出
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
介
川
（
藩
）
の
や
り
方
に
批
判
が
な
か
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
堺
の
館
入
酢
屋
利
兵
衛
は
、
今
回
の
通

達
は
「
前
年
被
仰
開
候
御
辞
と
ハ
黒
白
之
違
」
で
あ
る
と
し
、

且
豊
凶
之
義
は
い
つ
れ
有
之
習
ひ
、
御
領
民
之
御
救
等
之
費
多
ク

候
故
、
夫
を
被
仰
立
銀
方
共
へ
利
下
ヶ
等
被
仰
付
候
御
義
は
銀
方

よ
り
御
国
之
民
を
救
ひ
申
理
ニ
当
り
君
人
之
御
仁
政
ニ
は
不
相

当
哉
ニ
乍
恐
奉
存
候
（
『
日
記
』
天
保
四
年
七
月
八
日
）

と
、
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
。
「
仁
政
」
と
い
う
語
が
研
究
上
の
抽
象

的
概
念
で
は
な
く
、
同
時
代
の
被
支
配
者
側
に
共
有
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
こ
こ
か
ら
確
認
で
き
る
。
こ
の
口
上
書
は
藩
の
急
所
を

衝
く
も
の
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
介
川
に
と
っ
て
は
そ
の
ま
ま
看
過
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
あ
と
介
川
は
執
劫
な
ま
で
に
酢

屋
の
「
不
敬
」
を
責
め
、
詫
状
を
提
出
さ
せ
て
い
る
。

さ
て
、
十
年
後
の
卯
年
は
天
保
十
四
年
（
一
八
四
コ
乙
で
あ
る
が
、

こ
の
年
約
定
ど
お
り
返
済
方
法
は
従
来
の
あ
り
方
に
も
ど
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
介
川
は
す
で
に
職
を
退
い
て
い
る
の
で
そ
の
こ
と
は
日
記
で
は

確
認
で
き
な
い
が
、
長
田
家
（
加
嶋
屋
）
の
文
書
で
検
討
し
て
お
こ
情
。

実
は
、
天
保
十
四
年
、
長
田
家
で
は
複
数
の
未
決
済
の
証
文
を
一
紙
に

書
き
直
し
、
そ
れ
に
そ
れ
ら
の
証
文
を
添
付
し
て
整
理
し
て
い
る
。
そ

し
て
そ
れ
は
「
秋
田
口
々
調
達
証
文
」
と
「
秋
田
違
作
凶
作
調
達
証
文
」

の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
後
者
は
、
前
節
で
述
べ
た

天
保
三
年
の
ヱ
操
作
」
と
次
節
で
述
べ
る
天
保
四
年
の
「
凶
作
」
対
策

の
調
達
銀
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ

で
は
前
者
の
も
の
を
例
と
し
て
あ
げ
て
お
こ
う
。

秋
田
口
々
調
達
証
文
拾
壱
通
之
写

但
無
利
足
年
一
朱
半
元
入
之
口

先
年
よ
り
追
々
仕
法
出
、
猶
又
天
保
九
成
年
よ
り
年
壱
朱
半
元

入
之
株
証
文
拾
壱
通
在
之
口
数
ニ
相
成
、
此
度
一
紙
ニ
証
文
ニ

改
ル
、
則
拾
壱
通
之
〆
高

元
入
銭
合
銀
千
九
貫
七
百
四
拾
八
匁
九
分
四
厘
也

此
高
天
保
十
四
年
卯
十
二
月
証
文
改
ル
、
古
証
文
返
納

但
天
保
十
三
寅
年
迄
仕
法
通
り
渡
り
方
済

天
保
十
四
年
卯
年
よ
り
来
ル
午
年
迄
四
ヶ
年
之
問
又
々
是
迄
通
り
年

一
朱
半
元
入
渡
り

- 87一
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秋田口々調達銀元入残高調証文内訳

年代 借用高 元入高 残 高 利足 宛 名

1 文化7.10 496貫700目 420貫69匁48 76貫630日52 3朱 年来借用分 加嶋屋又兵衛・定八

2 文政9.11 120貫目 31貫883匁22 88貫116匁78 8朱 御監事御用 加嶋屋作兵衛

3 文政10.6 90貫目 23貫400目 66貫600目 8朱 臨時要用 加鴎屋作兵衛

4文政10.問6 100貫目 26貫目 74貫目 8朱 臨時要用 加嶋屋作兵衛

5 文政10.7 90貫目 お貫400目 66貫6凹目 8朱 臨時要用 加嶋屋作兵衛

6 文政10.11 120貫目 9貫目 111貫目 8朱 御鹿事御用 加嶋屋作兵衛

7 文政11.4 100貫目 12貫547匁15 87貫452匁85 8朱 要用 加嶋屋作兵衛

8 文政11.4 80貫目 6貫目 74貫目 8朱 臨時要用 加嶋屋作兵衛

9 文政11.6 200貫目 15貫目 185貫目 8朱 要用 加嶋屋作兵衛

10 文政11.11 100貫目 12貰151匁21 87貫848匁79 8朱 要用 加嶋屋作兵衛

11 文政11.11 100貫目 7貫500目 92貫500目 8朱 要用 加嶋屋作兵衛

計 1596貫700目 599貫951匁06 1009貫748匁94

表4

・長国家文書「秋田口々 調達銀元入残高調j添付証文より作成

銀
拾
六
貫
百
弐
拾
五
匁
四
分
五
座
ツ
ニ
苅
入

年
々
十
二
月
ニ
受
取
筈

但
館
入
中
証
文
口
数
ニ
相
成
甚
御
手
数
ニ
付
一
紙
証
文
ニ
改
候

様
御
屋
敷
よ
り
被
仰
出
候
事

証
文
拾
壱
通

元
金
合
千
五
百
九
拾
六
貫
七
百
目

内

五
百
八
拾
六
貫
九
百
五
拾
壱
匁
六
厘

引
残銀
千
九
貫
七
百
四
拾
入
匁
九
分
四
座
也

壱
紙
証
文
ニ
成
ル

天
保
十
四
年
卯
四
月
し
ら
へ

十
一
口
元
入
済

-88一

掛
り源
七
安
助

こ
れ
に
、
史
料
中
で
ふ
れ
て
い
る
十
一
通
の
未
決
済
の
証
文
が
添
付
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
を
整
理
し
た
も
の
が
表
4
で
あ

る
。
こ
の
表
と
右
の
史
料
を
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
と
次
の
こ
と
が
明
ら

か
と
な
る
。
ま
ず
史
料
で
は
「
無
利
足
年
一
朱
半
元
入
之
口
」
と
あ
る

が
、
こ
れ
は
利
息
な
し
で
元
銀
分
を
年
0
・
一
五
%
の
率
で
毎
年
返
済

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
残
銀
の
総
計
が
（
史
料
傍
線
部
分
）

で
、
こ
れ
は
表
中
の
残
高
総
計
（
各
証
文
の
残
高
を
合
計
し
た
も
の
）

と
一
致
し
、
「
年
々
十
二
月
ニ
受
取
筈
」
と
さ
れ
る
額
は
、
正
確
で
は
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な
い
が
ほ
ぼ
一
朱
半
と
す
る
規
定
に
そ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
表
中
の

利
息
の
項
目
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
各
証
文
に
は
そ
れ
が
作
成
さ
れ
た

時
点
で
定
め
ら
れ
た
利
息
が
記
入
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
残
高
総

額
の
一
項
目
め
を
別
と
す
れ
ば
す
べ
て
八
朱
で
あ
る
。
こ
こ
で
史
料
冒

頭
に
目
を
移
す
と
、
「
天
保
九
成
年
よ
り
年
壱
朱
半
元
入
之
株
証
文
拾

壱
通
在
之
口
数
ニ
相
成
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
保
九
年
に
年
一
朱
半

の
割
合
で
元
銀
の
返
済
の
み
の
方
法
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
天
保
十
四
年
の
段
階
で
未
決
済
の
証
文
が
一
紙
に
ま
と

め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
前
記
の
借
財
仕
法
の
継
続
が
終
了
す

る
段
階
以
前
九
年
の
段
階
で
さ
ら
な
る
変
更
が
あ
り
、
十
四
年
以
降
に

も
そ
れ
が
継
続
し
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

第
三
節

天
保
の
凶
作
と
調
達
・
買
米

1

交
渉
の
過
程

天
保
四
年
、
国
元
の
天
候
が
不
順
で
悪
作
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
は
、

七
月
の
御
用
状
で
介
川
に
も
伝
わ
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
是
迄

一
体
稲
育
不
宜
、
別
而
山
本
・
両
比
内
・
男
鹿
不
宜
御
城
下
廻
不

宜
、
河
部
よ
り
上
仙
北
二
郡
ハ
先
ツ
相
応
、
地
廻
ハ
よ
ふ
／
＼
一
両
日

此
か
た
少
々
出
穂
ニ
相
成
候
よ
し
」
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
「
江
戸
よ

り
ハ
近
国
辺
も
不
作
之
模
様
、
不
軽
事
ニ
付
早
々
於
大
坂
御
買
米
被
成

可
然
、
又
七
郎
殿
も
右
之
御
決
意
ニ
候
」
と
、
大
坂
で
の
買
米
も
視
野

に
入
れ
た
意
見
も
述
べ
ら
れ
て
い
た
（
『
日
記
」
天
保
四
年
七
月
二
十

九
日
）
。
そ
れ
で
も
「
河
部
よ
り
上
仙
北
二
郡
ハ
先
ツ
相
応
」
と
い
う

あ
た
り
に
、
い
ま
だ
非
常
事
態
と
い
う
認
識
に
至
っ
て
い
る
と
は
い
え

な
い
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
し
か
し
、
同
日
に
受
け
取
っ
た
勘
定
奉

行
金
易
右
衛
門
の
書
簡
に
は
、
「
蕨
根
も
堀
尽
今
ハ
薮
立
之
所
ニ
計
少
々

有
之
と
申
位
之
事
（
中
略
）
去
年
ハ
其
表
御
調
達
ニ
而
御
凌
被
成
候
へ

と
も
今
年
ハ
術
策
も
尽
き
候
」
（
同
前
）
と
あ
っ
て
、
容
易
な
ら
ざ
る

様
子
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
大
坂
に
秋
田
凶
作
の
第
一
報
が
届
い
た
の
は
、
天
保
四
年

の
九
月
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
秋
田
表
か
ら
、
領
内
は
「
絶

作
同
様
」
で
「
非
人
も
多
く
出
御
救
木
屋
被
立
置
候
」
状
況
で
あ
る
こ

と
、
さ
ら
に
は
領
内
飯
米
確
保
の
た
め
に
「
差
金
を
以
也
拾
万
石
も
大

坂
ニ
而
御
買
米
被
成
候
様
」
と
の
意
向
を
伝
え
て
き
た
の
で
あ
る
（
『
日

記
』
天
保
四
年
九
月
七
日
）
。

介
川
は
、
こ
の
時
も
ま
ず
加
嶋
屋
弥
十
郎
、
同
定
八
に
相
談
を
も
ち

か
け
て
い
る
（
『
日
記
』
天
保
四
年
九
月
十
六
日
）
。
そ
の
時
の
様
子
を
、

介
川
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
弥
十
郎
ら
の
意
見
は
、
ま
ず
三
家

に
相
談
の
う
え
、
そ
の
後
主
立
ち
た
る
館
入
ら
に
相
談
す
る
こ
と
、
買

米
の
件
に
つ
い
て
は
ふ
れ
ず
調
達
銀
の
こ
と
の
み
相
談
す
べ
き
と
い
う

も
の
で
あ
り
、
買
米
に
つ
い
て
は
長
田
家
の
店
方
に
お
い
て
も
検
討
し

て
み
る
と
い
う
に
と
と
ま
っ
た
。
し
か
し
、
会
談
後
の
酒
席
に
お
い
て

吟
味
役
小
野
崎
又
右
衛
門
に
語
っ
た
弥
十
郎
の
「
如
何
様
と
も
心
配
可

仕
候
間
御
苦
労
被
遊
ま
し
く
」
と
い
う
言
葉
は
介
川
に
と
っ
て
大
き
な
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救
い
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
翌
十
七
日
、
三
家
の
支
配
人
、
鴻
池
幸

人
（
山
中
家
）
、
塩
屋
平
蔵
・
同
茂
助
（
梶
川
家
）
、
加
嶋
屋
弥
十
郎
・

同
要
助
（
長
国
家
）
を
呼
び
、
国
も
と
の
凶
作
・
飢
鑓
の
状
況
を
説
明

し
て
い
る
。
こ
の
時
は
状
況
の
説
明
と
協
力
の
依
頼
に
と
ど
め
て
い
る

が
、
そ
の
反
応
は
「
い
つ
れ
も
驚
入
深
く
恐
怖
之
様
子
ニ
而
何
分
主
人

共
ニ
も
得
と
申
聞
置
可
申
之
趣
申
開
候
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

の
後
の
酒
席
に
お
い
て
、
加
嶋
屋
弥
十
郎
だ
け
は
「
定
八
申
合
店
か
た
江

も
一
応
相
談
も
仕
候
所
随
分
よ
ろ
し
き
わ
け
ニ
候
」
と
述
べ
て
介
川
を

安
心
さ
せ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
加
嶋
屋
の
秋
田
藩
へ
の
協
力
的
姿
勢
は

一
貫
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

加
嶋
屋
両
支
配
人
と
の
内
談
は
、
同
月
二
十
一
日
に
も
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
と
き
弥
十
郎
は
、
米
一

O
万
石
の
買
入
れ
に
つ
い
て
は
「
不

残
買
ま
と
ひ
と
申
事
中
々
行
届
候
筋
ニ
ハ
無
之
」
と
し
、
「
い
つ
れ
ニ

も
右
之
代
莫
大
之
事
ニ
候
得
ハ
私
式
了
簡
ニ
相
及
兼
候
故
、
何
分
御
蔵

本
両
家
其
外
辰
巳
・
千
草
や
・
鴻
庄
・
は
り
仁
・
私
等
一
同
ニ
御
召
よ

ろ
し
く
申
合
呉
候
様
被
仰
候
而
可
然
奉
存
候
」
と
助
言
し
て
い
る
（
「
日

記
』
天
保
四
年
九
月
二
十
一
日
）
。
そ
こ
で
介
川
は
、
ま
ず
各
家
ご
と

に
支
配
人
へ
内
談
の
う
え
三
家
一
同
で
相
談
し
、
そ
の
の
ち
全
体
に
依

頼
す
る
と
い
う
方
法
を
主
張
し
、
弥
十
郎
も
こ
れ
を
良
策
と
し
て
い

る
。
さ
ら
に
弥
十
郎
は
、
今
回
は
利
息
は
八
朱
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

ま
た
引
当
（
担
保
）
に
つ
い
て
の
質
問
が
出
さ
れ
る
こ
と
も
想
定
に
入

れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
天
保
三

年
の
違
作
対
応
の
調
達
、
借
財
仕
法
の
継
続
と
難
題
に
対
応
さ
せ
ら
れ

て
き
た
館
入
ら
に
と
っ
て
、
今
回
の
新
規
調
達
は
、
容
易
に
請
け
負
い

か
ね
る
問
題
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
同
月
の

晦
日
に
も
三
家
支
配
人
と
の
相
談
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
「
御
貿
下
米

之
御
用
不
為
得
己
御
趣
意
ハ
主
人
共
始
実
ニ
御
尤
之
御
義
重
畳
恐
入
奉

存
候
、
店
々
ニ
而
も
種
々
申
合
仕
候
へ
と
も
何
に
仕
候
而
も
御
大
造
之

御
事
ニ
付
、
一
同
驚
入
候
而
何
と
も
了
簡
も
付
不
申
、
不
取
敢
三
軒
之

も
の
寄
合
申
合
を
も
打
重
候
へ
と
も
是
以
恐
髄
仕
迄
ニ
而
如
何
と
も
取

締
候
相
談
相
生
兼
申
候
」
（
『
日
記
』
天
保
四
年
九
月
晦
日
）
と
い
う
よ

う
に
、
彼
ら
の
反
応
は
な
か
な
か
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
十
月
二
十
四
日
、
ま
ず
三
家
に
対
し
正
式
な
通
達
が
行
わ

れ
た
。
三
家
と
も
主
人
は
病
気
あ
る
い
は
所
用
で
欠
席
、
支
配
人
格
の

者
が
出
席
し
て
い
る
。
吟
味
役
お
よ
び
雑
賀
屋
両
名
列
席
の
う
え
、
介

川
東
馬
が
ま
ず
「
演
説
書
」
を
読
み
上
げ
、
そ
の
後
三
家
に
対
し
て
一

通
ず
つ
調
達
高
を
記
し
た
別
紙
が
演
説
書
を
添
え
て
渡
さ
れ
た
。
演
説

書
は
、
天
保
四
年
の
凶
作
・
飢
餓
状
況
が
緯
々
述
べ
ら
れ
た
長
文
で
あ

る
。
目
標
額
は
一
万
二

O
O
O貫
目
で
、
そ
の
う
ち
三
六
O
O貫
目
が

秋
田
・
江
戸
で
の
調
達
、
八
四
O
O貫
目
が
大
坂
惣
御
館
入
に
よ
る
調

達
と
な
っ
て
い
る
。
返
済
に
つ
い
て
は
、
買
米
一

O
万
石
の
う
ち
五
万

石
を
家
中
の
飯
米
や
飢
民
の
御
救
い
米
に
あ
て
、
残
り
五
万
石
を
地
払

い
し
そ
の
代
金
を
あ
て
る
。
そ
の
ほ
か
、
毎
年
の
銅
・
鉛
の
登
せ
分
の

代
金
や
、
銀
山
の
出
銀
増
分
が
一
年
間
で
一
七
O
O貫
目
見
込
め
る
か
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ら
、
こ
れ
ら
を
す
べ
て
返
済
に
あ
て
、
五
年
割
の
返
済
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
条
件
で
鴻
池
・
梶
川
・
長
田
の
三
家
に
割
り
付
け
ら
れ
た
調

達
高
は
一
家
に
つ
き
一
五

O
O
O貫
目
で
あ
っ
た
。

館
入
ら
の
対
応

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
介
川
は
国
元
に
対
し
て
、
勘
定
奉
行
一
名
と

家
老
の
登
坂
を
要
請
し
て
い
る
。
八
月
末
に
同
役
冨
田
治
兵
衛
が
帰
国

し
、
当
時
勘
定
奉
行
は
介
川
一
名
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
家
老
の

登
坂
に
つ
い
て
は
、
「
態
ニ
御
登
坂
と
相
成
候
ハ
＼
御
館
入
共
取
請

形
も
格
段
之
義
ニ
可
有
御
座
、
且
夫
々
御
賢
慮
も
可
被
為
有
義
ニ
御
座

候
得
ハ
御
指
揮
ニ
相
従
ひ
幾
重
ニ
も
力
を
謁
可
申
」
（
「
日
記
』
天
保
四

年
十
一
月
十
八
日
）
と
い
う
思
惑
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
一
方

で
介
川
ら
は
、
各
館
入
ら
に
対
し
て
個
別
に
折
衝
を
行
う
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
主
な
も
の
を
と
り
あ
げ
、
館
入
の
対
応
を
検
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
辰
巳
屋
で
あ
る
。
辰
巳
屋
に
対
し
て
は
、

す
で
に
九
月
二
十
五
日
、
す
な
わ
ち
三
家
へ
の
正
式
な
通
達
以
前
の
段

階
で
二

O
O
O貫
目
の
調
達
を
依
頼
し
て
い
た
が
、
十
月
一
日
支
配
人

の
辰
巳
屋
佐
助
・
長
兵
衛
が
訪
れ
、
二
一

O
O貫
目
の
調
達
を
了
解
し

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
秋
田
滞
の
飢
餓
対
策
と
し
て
の
調
達
依
頼
に

館
入
が
応
え
た
最
初
で
あ
っ
た
。
辰
巳
屋
久
左
衛
門
家
は
、
天
明
三
年

幕
府
が
御
用
金
を
公
銀
と
し
て
大
名
に
貸
付
け
た
際
、
そ
の
一
部
を
負

（

n｝ 

担
し
た
融
通
御
貸
付
組
合
（
十
一
日
付
）
の
一
人
で
あ
り
、
宝
暦
か
ら
天

2 

明
期
に
か
け
て
し
ば
し
ば
幕
府
よ
り
御
用
金
賦
課
の
対
象
と
さ
れ
た
豪

商
で
あ
る
。
藩
の
依
頼
金
額
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
大
造
の
銀
高
を
、

「
返
済
か
た
等
染
々
伺
候
筋
も
無
之
、
幾
重
ニ
も
よ
ろ
し
く
御
含
被
成

下
、
他
よ
り
先
立
御
請
申
上
候
故
御
返
し
も
先
ニ
被
成
下
度
等
之
義
乍

笑
申
候
」
と
い
う
態
度
で
引
き
受
け
た
辰
巳
屋
に
、
辛
苦
の
な
か
に
あ
っ

た
介
川
は
よ
ほ
ど
感
銘
を
受
け
た
ら
し
く
、
「
心
底
実
ニ
感
入
候
事
ニ

候
」
と
絶
賛
し
て
い
る
（
『
日
記
』
天
保
四
年
十
月
一
日
）
。
な
お
、
こ

の
後
介
川
は
辰
巳
屋
に
蔵
元
と
な
る
こ
と
を
も
ち
掛
け
て
い
る
が
、
こ

れ
は
体
よ
く
断
ら
れ
て
い
る
。

辰
巳
屋
と
対
照
的
な
対
応
を
示
し
た
の
が
蔵
元
の
山
中
家
で
あ
る
。

山
中
家
は
、
文
政
十
二
年
段
階
に
介
川
が
登
坂
し
た
こ
ろ
か
ら
逼
迫
の

内
情
を
訴
え
て
い
た
が
、
天
保
四
年
の
凶
作
は
秋
田
滞
一
藩
に
限
っ
た

こ
と
で
は
な
く
、
い
よ
い
よ
難
渋
の
色
を
濃
く
し
て
い
た
。
十
月
二
日
、

御
月
割
銀
と
天
保
三
年
の
違
作
対
応
の
調
達
銀
に
つ
い
て
は
引
き
受
け

た
以
上
な
ん
と
し
て
も
務
め
る
が
、
そ
の
他
の
御
用
は
御
免
下
さ
れ
た

き
こ
と
、
お
よ
び
蔵
元
の
御
役
御
免
を
歎
願
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
同
月
七
日
に
は
、
山
中
新
十
郎
自
身
が
介
川
の
屋
敷
を
訪
れ
、
直

接
苦
渋
を
訴
え
て
い
る
。

山
中
家
の
経
済
的
逼
迫
は
、
大
名
貸
に
よ
る
不
良
債
権
の
累
積
で
あ

っ
た
。
し
か
し
山
中
家
は
蔵
元
で
あ
り
館
入
ら
の
筆
頭
で
あ
っ
た
か

ら
、
「
外
々
よ
り
上
席
等
仕
罷
在
候
而
ハ
御
積
之
程
も
恐
入
、
外
江
対

候
而
も
赤
面
之
わ
け
も
有
之
」
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
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て
介
川
は
、
「
兼
而
御
手
内
之
義
ハ
十
分
承
知
い
た
し
罷
在
、
別
而
丑

年
以
来
之
仕
法
ニ
付
い
や
ま
し
御
手
詰
り
ニ
も
可
相
成
気
之
毒
至
極
」

と
理
解
を
示
し
な
が
ら
も
、
蔵
元
役
返
上
に
つ
い
て
は
、
「
夫
ニ
而
向

後
之
縁
も
絶
候
様
之
も
の
、
誠
に
以
不
容
易
義
」
で
あ
り
、
こ
の
こ
と

を
国
元
に
申
し
送
れ
ば
、
人
に
よ
っ
て
は
「
年
来
之
わ
け
も
有
之
所
、

此
節
ニ
臨
追
而
御
用
勤
り
候
迄
返
上
と
被
仰
立
候
建
夫
ニ
而
相
済
候
ニ

も
有
之
ま
し
き
筋
ニ
候
を
、
些
如
何
な
と
、
取
請
申
ま
し
き
も
の
ニ
も

無
之
」
と
述
べ
て
、
そ
の
動
き
を
牽
制
し
て
い
る
。
「
実
ニ
無
余
義
わ

け
気
之
毒
之
至
ニ
御
座
候
へ
と
も
、
新
十
郎
右
様
之
事
ニ
相
成
候
而
ハ

外
々
江
も
大
ニ
さ
し
障
候
」
と
い
う
の
が
介
川
の
思
い
で
あ
り
、
「
尚

も
勘
弁
可
仕
之
段
申
問
候
」
と
し
て
再
考
を
促
し
て
い
る
（
『
日
記
』

天
保
四
年
十
月
二
日
）
。

い
ま
一
人
の
蔵
元
で
あ
る
梶
川
家
も
、
「
御
大
造
之
義
被
仰
付
候
ニ

付
前
後
相
迫
り
可
仕
様
無
御
座
、
只
々
恐
健
仕
候
計
り
ニ
御
座
候
、
（
中

略
）
内
々
混
雑
之
わ
け
も
有
之
、
努
何
と
も
奉
恐
入
候
へ
と
も
幾
重
ニ

も
御
勘
弁
被
成
候
様
仕
度
奉
願
候
之
段
只
管
申
開
候
」
と
、
消
極
的
な

対
応
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
し
て
介
川
は
、
「
肝
要
之
御

蔵
元
両
人
と
も
右
之
振
合
心
痛
之
至
ニ
候
」
と
、
嘆
息
し
て
い
る
（
『
日

記
』
天
保
四
年
十
月
二
十
九
日
）
。

長
田
家
は
九
O
O貫
目
を
承
諾
し
て
い
る
。
藩
が
依
頼
し
た
一
五
O

O
貫
目
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
従
来
の
加
嶋
屋
弥
十
郎
ら
の
協
力
的

姿
勢
を
物
語
る
。
通
逮
の
額
に
至
ら
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
「
千

貫
自
己
上
と
相
成
候
而
ハ
公
辺
を
は
し
め
外
々
江
之
関
ひ
も
知
何
」

と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
長
国
家
で
は
一
家
に
一

0
0
0貫
目
と
い

う
銀
高
を
一
度
に
貸
付
け
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
例
が
な
い
と
述
べ
、
春

先
の
調
達
銀
を
合
わ
せ
る
と
一
五
O
O貫
目
に
達
す
る
と
し
て
い
る
。

「
知
何
と
も
其
余
ニ
ハ
相
成
不
申
段
老
分
之
も
の
申
候
」
と
い
う
あ
た

り
に
、
弥
十
郎
個
人
の
力
で
は
動
か
し
が
た
い
経
営
陣
の
思
惑
が
は
た

ら
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
（
「
日
記
』
天
保
四
年
十
一
月
六
日
）
。
し
か

し
、
同
家
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
そ
の
後
も
借
財
の
追
加
が
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
表
5
は
、
「
秋
田
凶
作
違
作
調
達
銀
元
入
残
高
銀
高
調
」

と
い
う
文
書
に
添
付
さ
れ
た
借
用
証
文
の
す
べ
て
を
整
理
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
前
掲
表
4
と
同
様
天
保
十
四
年
に
再
整
理
さ
れ
た
も

の
で
、
「
天
保
九
年
成
年
よ
り
利
足
年
五
朱
渡
り
之
株
証
文
廿
三
通
在

之
、
口
数
ニ
相
成
此
度
一
紙
証
文
ニ
改
ル
」
と
い
う
扱
い
に
な
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
月
八
朱
の
利
息
と
し
て
借
り
入
れ
た
も
の
で
も
天
保
九

年
に
年
五
朱
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
天

保
十
四
年
段
階
で
凶
作
対
応
の
た
め
だ
け
の
借
入
高
の
総
額
が
二
九
四

六
貫
目
に
及
ん
で
お
り
、
し
か
も
返
済
は
約
一
割
程
度
で
し
か
な
い
。

秋
田
藩
の
長
国
家
へ
の
依
存
の
強
き
が
知
ら
れ
よ
う
。

浜
方
の
館
入
で
あ
る
室
谷
家
（
播
磨
屋
）
は
、
「
私
儀
当
春
御
調
達

被
仰
付
候
節
も
格
別
之
御
用
之
儀
と
奉
存
候
（
中
略
）
此
上
銀
調
達
之

儀
漣
も
難
及
力
候
ニ
付
恐
多
奉
存
候
得
共
此
度
御
調
達
之
義
は
何
卒
御

赦
免
被
下
置
候
様
奉
願
上
候
」
と
、
口
上
書
を
も
っ
て
歎
願
し
て
い
る
。
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秋田凶作・遺作調達銀元入残銀高調

年代 借入高 元入構高 残高 利息 備 考

天保4.3 100貫目 28貰600目 71貫400目 年7朱 来午より子迄7ヶ年割、 3月中返済

天保4.4 100貫目 28貫600目 71貫400目 年7朱 来午より子迄7ヶ年割、 4月中返清

天保4.6 200貫目 28貫500目 171貫500目 年7朱 来午より子迄7ヶ年割、 6月中返済

天保4.11 300貫目 60貫目 240貫目 来午より成迄5ヶ年割、 11月中返済

天保4.12 300貫目 60貫目 240貫目 来午より成迄5ヶ年割、 12月中返済

天保4.12 200貫目 40貫目 160貫目 来午より成迄5ヶ年割、 12中月返済

天保5.1 150貫目 21貫400目 128貫600目 年7朱 来未より丑迄7ヶ年割、正月中返済

天保5.2 50貫目 7貫100目 42貫900目 年7朱 来未より丑迄7ヶ年割、正月中返済

天保5.6 100貫目 100貫目 月8朱 来未より亥迄5ヶ年割、 6月中返済

天保5.8 100貫目 100貫目 来未より亥迄5ヶ年割、 7月中返済

天保5.10 100貫目 20貫目 80貫目 月8朱 来未より亥迄5ヶ年割、 9月中返済

天保5.12 100貫目 100貫目 当午より成迄5ヶ年割、 12月中返済

天保6.1 100貫目 100貫目 当未より亥迄5ヶ年割、 12月中返済

天保6.1 100貫目 100貫目 月8朱 来申より子迄5ヶ年割、 4月中返済

天保6.3 100貫目 100貫目 月8朱 当来より亥迄5ヶ年割、 12月中返済

天保7.8 100貫目 100貫目 来商より丑迄5ヶ年割、 7月中返済

天保7.9 100貫目 100貫目 月8朱 来酉より丑迄5ヶ年割、 8月中返荷

天保7.10 100貫目 100貫目 月8朱 来酉より丑迄5ヶ年割、 9月中返済

天保7.11 100貫目 100貫目 月8朱 来酉より丑迄5ヶ年割、 10月中返清

天保8.4 100貫目 100貫目 月8朱 来成より寅迄5ヶ年割、 3月中返済

天保8.12 146貫目 146貫目 月8朱 来成より寅迄5ヶ年割、 11月中返済

天保8.12 100貫目 100貫目 月8朱 来成より寅迄5ヶ年割、 11月中返済

天保8.12 100貫目 100貫目 月8朱 来成より寅迄5ヶ年割、 11月中返済

前－ 2946貫目 294貫200目 2651貫800目

表5

・長田家文書「秋田凶作遺作調達銀元入残高調j添付証文より作成。

た
だ
し
、
そ
れ
で
は
館
入
と
し
て
の
申
し
訳
が
た

た
な
い
か
ら
米
二

O
O石
を
献
納
し
た
い
と
付
け

加
え
て
い
る
（
『
日
記
』
天
保
四
年
十
一
月
三
日
）
。

た
だ
し
、
介
川
ら
は
、
そ
れ
で
も
「
尤
ヶ
様
ニ
ハ

申
上
候
へ
と
も
尚
も
精
々
心
配
仕
、
少
也
手
繰
相

成
事
ニ
御
座
候
ハ
、
追
々
奉
申
上
度
心
得
ニ
御
座

候
」
と
い
う
言
質
を
取
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
な

－
v
 館
入
の
な
か
で
は
長
田
家
と
と
も
に
比
較
的
秋

田
藩
に
協
力
的
な
姿
勢
を
と
り
続
け
た
鴻
池
庄
兵

衛
の
場
合
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
負
担
の
減
額
を

訴
え
て
い
る
。

御
調
達
之
義
庄
兵
衛
ニ
も
恐
入
い
ろ
／
＼
勘

弁
取
調
仕
候
へ
と
も
、
元
来
御
承
知
被
成
下

候
通
人
之
も
の
を
当
テ
ニ
繰
合
仕
候
家
業
ニ

御
座
候
得
ハ
、
今
年
柄
人
気
騒
々
敷
御
座
候

得
ハ
何
時
知
何
成
事
出
来
可
仕
も
難
計
、
右

備
皆
無
ニ
も
相
成
不
申
、
当
春
御
受
仕
候
四

百
貫
目
之
内
当
暮
・
来
春
之
納
も
残
居
、
是

さ
へ
心
配
仕
罷
在
候
所
へ
此
度
弘
前
様
・
仙

台
様
・
秋
本
様
等
よ
り
も
御
用
被
仰
付
当
惑

至
極
仕
、
右
之
上
御
屋
敷
様
御
大
造
之
御
用
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い
か
ん
と
も
行
届
不
申
候
、
因
而
ハ
当
年
収
三
百
貫
目
御
請
可
申

上
候
問
、
何
卒
是
に
て
御
免
被
成
下
候
様
仕
度
奉
願
候
（
同
前
）

鴻
池
庄
兵
衛
は
、
鴻
池
善
右
衛
門
の
分
家
筋
で
あ
る
が
、
文
化
九
年

（
一
八
一
二
）
よ
り
、
米
切
手
所
持
者
に
米
切
手
を
担
保
と
し
て
貸
し

｛幻｝

付
け
す
る
入
替
両
替
を
行
っ
て
台
頭
し
て
き
た
商
人
で
あ
っ
た
。
あ
ら

た
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
大
凶
作
に
襲
わ
れ
た
東
北
諸
藩
が

こ
ぞ
っ
て
大
坂
商
人
の
力
に
依
存
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
み
ら
れ
る
と

と
も
に
、
大
坂
市
中
自
体
が
東
北
・
東
国
の
凶
作
の
影
響
を
受
け
、
不

穏
な
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
、
右
の
記
述
か
ら
読
み
取
れ

る。

3

大
坂
市
中
米
の
統
制

東
北
の
凶
作
と
い
う
状
況
下
で
、
東
北
の
大
名
を
中
心
に
大
坂
で
の

買
米
活
動
が
始
め
ら
れ
た
様
子
は
前
掲
の
史
料
中
で
も
み
ら
れ
た
が
、

す
で
に
浜
方
の
館
入
播
磨
屋
権
之
助
は
、
西
国
・
九
州
か
ら
の
登
せ
米

は
上
作
の
年
で
も
九
O
万
石
程
度
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
秋
田
務
だ

け
で
一

O
万
石
の
買
米
を
計
画
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
其
外
弘

前
・
会
津
等
よ
り
も
下
し
米
申
来
候
」
と
い
う
状
況
を
考
え
れ
ば
容
易

な
ら
ざ
る
事
態
で
あ
り
、
米
の
津
留
も
あ
り
う
る
と
指
摘
し
て
い
る

（
『
日
記
』
天
保
四
年
九
月
二
十
六
日
）
。
十
一
月
に
入
る
と
、
事
態
は

い
っ
そ
う
深
刻
な
状
況
と
な
る
。
次
は
浜
方
の
館
入
吉
文
字
屋
久
米
蔵

の
意
見
で
あ
る
。

御
金
出
来
候
ハ
、
御
国
を
は
し
め
仙
台
様
・
南
部
様
・
津
軽
様
ニ

も
夫
々
御
下
米
可
相
成
、
い
よ
／
＼
左
様
相
成
候
時
ハ
大
坂
之
も

の
ハ
飢
餓
ニ
及
候
外
無
之
筋
ニ
御
座
候
様
申
事
ニ
候
、
畢
克
夫
故

と
見
御
城
代
よ
り
町
御
奉
行
へ
厳
敷
被
仰
渡
、
米
価
高
直
ニ
不

相
成
様
と
の
為
、
買
〆
ニ
而
も
い
た
し
候
様
の
も
の
厳
ニ
御
吟

味
、
其
上
入
替
と
申
候
而
米
を
貿
、
右
之
米
札
を
質
入
ニ
い
た
し

候
事
平
年
之
有
内
に
候
所
、
今
年
ハ
必
止
と
御
さ
し
留
、
其
上
銀

主
と
も
調
達
等
い
た
し
候
高
を
も
内
々
御
間
合
等
有
之
、
と
か
く

調
達
出
来
不
申
候
得
ハ
買
下
し
も
出
来
不
申
筋
故
と
相
見
、
市
中

大
ニ
恐
れ
候
様
、
弥
十
郎
は
し
め
申
関
候
、
左
候
得
ハ
諸
国
へ
翼

下
し
御
差
留
ニ
も
不
相
成
ニ
付
買
下
候
事
不
相
成
様
い
ろ
／
＼
手

を
被
入
候
事
と
相
見
候
、
尤
夫
等
之
為
か
肥
後
米
等
壱
石
百
三
拾

三
四
匁
迄
ニ
相
成
候
所
段
々
引
下
百
拾
四
五
匁
ニ
相
成
候
よ
し
、

右
入
替
出
来
不
申
ニ
付
正
金
無
之
候
得
ハ
買
入
相
成
不
申
、
調
達

ハ
殊
ニ
六
ヶ
敷
、
か
た
／
＼
当
惑
之
事
ニ
候

（
「
日
記
」
天
保
四
年
十
一
月
七
日
）

こ
こ
で
は
、
大
坂
市
中
の
米
不
足
へ
の
対
応
と
し
て
町
奉
行
を
通
じ

て
買
米
の
規
制
、
米
札
の
質
入
の
禁
止
、
加
え
て
大
名
へ
の
調
達
銀
高

の
調
査
ま
で
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
予
測
し
て
い
る
。
加
嶋
屋
弥
十
郎

か
ら
も
、
「
町
御
奉
行
ニ
而
ハ
成
丈
米
下
直
ニ
い
た
し
候
様
と
の
御
仕

向
ニ
而
入
替
取
候
事
も
御
吟
味
ニ
而
御
さ
し
留
、
少
し
之
石
数
買
入
候

も
の
も
御
吟
味
、
調
達
等
当
分
ニ
い
た
し
候
も
の
も
御
間
合
之
入
候
様

-94一
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ニ
而
い
よ
／
＼
一
統
甚
恐
入
、
店
か
た
な
と
ニ
而
も
大
ニ
心
配
仕
罷
在

申
候
、
必
々
御
調
達
多
く
御
受
申
上
候
も
の
h

事
等
御
秘
し
可
然
」
と

の
助
言
が
よ
せ
ら
れ
て
い
る
（
『
日
記
」
天
保
四
年
十
一
月
十
日
）
。
そ

し
て
、
払
米
差
し
止
め
は
現
実
の
も
の
と
な
る
。

当
時
、
介
川
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
秋
田
藩
は
、
伊
予
米
・
広
島
米
・

筑
前
米
・
備
前
米
な
ど
合
わ
せ
て
二
万
石
分
の
切
手
米
を
所
持
し
て
い

た
（
実
際
に
は
こ
の
切
手
も
入
替
の
名
目
で
質
入
さ
れ
て
い
る
）
。
介

川
ら
は
た
だ
ち
に
現
物
と
の
交
換
を
打
診
す
る
が
、
大
坂
町
奉
行
所
の

意
を
受
け
た
年
行
司
が
米
の
払
い
出
し
に
難
色
を
示
し
た
。
介
川
は
十

一
月
二
十
四
日
、
以
前
よ
り
懇
意
に
し
て
い
た
西
町
奉
行
所
与
力
吉
田

勝
右
衛
門
に
米
払
い
の
状
況
に
つ
い
て
直
接
尋
ね
て
い
る
。
介
川
は
、

米
他
所
払
い
停
止
の
風
間
に
つ
い
て
た
だ
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に

つ
い
て
の
回
答
は
「
米
価
狼
ニ
引
上
候
ハ
全
見
込
を
以
多
分
ニ
買
入
候

も
の
有
之
故
之
義
ニ
付
、
右
を
御
封
し
被
成
候
事
ニ
候
、
少
々
ッ
、
不

目
立
様
御
買
入
候
事
ハ
何
も
御
構
無
之
筋
ニ
候
」
と
い
う
も
の
で
あ

り
、
買
い
入
れ
後
の
国
元
へ
の
下
米
に
つ
い
て
も
「
夫
を
御
差
留
被
成

候
程
之
事
ニ
候
得
ハ
前
廉
御
遼
不
申
候
得
ハ
不
相
成
事
ニ
候
、
御
届
等

被
成
候
而
ハ
却
而
不
宜
、
段
々
御
積
出
被
成
候
而
よ
ろ
し
く
候
」
と
い

う
回
答
を
得
て
い
る
（
天
保
四
年
十
一
月
二
十
四
日
）
。
し
か
し
、
実

際
に
は
、
同
月
二
十
九
日
、
町
奉
行
所
よ
り
次
の
よ
う
な
触
れ
が
出
さ

れ
た
。
此
節
江
戸
表
有
米
払
底
ニ
而
諸
人
及
難
義
候
ニ
付

公
儀
ニ
而
も

色
々
御
世
話
も
有
之
候
へ
と
も
、
追
々
米
価
高
直
ニ
相
成
候
義
ハ

武
家
方
ニ
寄
閤
米
い
た
し
候
向
も
有
之
哉
と
相
問
、
武
家
・
寺

社
・
町
方
共
一
同
救
合
候
心
得
ニ
而
其
家
之
飯
米
仮
成
ニ
問
ニ
合

候
ハ
＼
余
分
は
勿
論
違
作
無
之
図
柄
は
不
貯
置
早
々
江
戸
廻
し

致
し
、
問
屋
井
脇
店
米
屋
共
江
売
捌
候
様
可
致
候

右
之
通
可
被
相
触
候（
「
日
記
』
天
保
四
年
十
一
月
二
十
九
日
）

す
な
わ
ち
江
戸
に
お
け
る
米
不
足
対
策
と
し
て
、
幕
府
は
余
米
の
あ

る
各
地
域
に
江
戸
へ
の
廻
送
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
大
坂
と

特
定
は
し
て
い
な
い
が
、
全
国
の
産
米
が
集
中
す
る
大
坂
が
例
外
で
あ

る
は
ず
は
な
い
。
つ
ま
り
こ
の
段
階
で
す
で
に
大
坂
町
奉
行
所
は
米
の

統
制
を
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ
っ
た
し
、
商
人
た

ち
も
諸
大
名
の
買
米
要
請
に
自
由
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
状
況
に
は

な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

介
川
の
交
渉
に
対
応
し
た
年
行
司
西
村
屋
喜
右
衛
門
は
、
米
の
払
い

出
し
を
し
な
い
の
は
町
奉
行
所
の
指
示
で
あ
る
こ
と
、
し
か
し
奉
行
所

も
表
向
き
そ
れ
を
禁
止
す
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
年
行
司
に
そ
の
統
制

を
無
理
強
い
し
て
い
る
の
が
実
態
だ
と
答
え
て
い
る
（
『
日
記
」
天
保

四
年
十
二
月
十
六
日
）
。
西
村
屋
は
納
得
し
な
い
介
川
に
対
し
て
、
「
実

ハ
私
と
も
へ
他
所
出
し
差
略
之
義
被
仰
渡
津
留
と
申
之
筋
ニ
も
無
之
無

理
成
事
を
以
夫
々
談
候
事
ニ
御
座
候
、
万
一
江
戸
表
な
と
よ
り
何
と
而

御
沙
汰
之
節
ハ
無
調
法
を
私
共
へ
御
か
け
被
成
候
之
御
趣
意
と
相
見
迷
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惑
至
極
仕
候
」
（
『
日
記
」
天
保
四
年
十
二
月
二
十
二
日
）
と
本
音
を
漏

ら
し
て
い
る
。
年
行
司
へ
米
の
払
い
出
し
を
差
し
止
め
さ
せ
て
お
き
な

が
ら
津
留
で
は
な
い
と
い
う
の
は
矛
盾
し
た
論
理
で
あ
り
、
つ
ま
る
と

こ
ろ
公
儀
な
ど
よ
り
沙
汰
が
あ
っ
た
場
合
自
分
ら
に
責
任
を
取
ら
せ
る

つ
も
り
な
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
な
れ
ば
、
交
渉
の
対
象
は

町
奉
行
所
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
十
二
月
二
十
日
、
介
川
は
東
町
奉

行
宛
に
か
な
り
長
文
の
嘆
願
書
を
提
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
折
衝
に

あ
た
っ
た
与
力
に
対
し
て
、
口
頭
で
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

此
節
よ
り
一
門
・
家
老
共
以
下
家
中
無
残
三
合
五
勺
、
町
人
・
百

姓
弐
合
五
勺
之
面
扶
持
ニ
い
た
し
非
常
之
取
調
を
以
只
々
二
月
廿

日
頃
迄
ニ
も
着
米
相
成
候
所
を
折
角
相
待
罷
在
候
義
ニ
御
座
候
得

ハ
、
万
一
遅
滞
ニ
相
成
候
而
ハ
実
ニ
数
万
人
之
人
命
ニ
相
拘
不
容

易
事
ニ
候
、
国
民
撫
育
之
義
ハ
改
而
申
上
候
迄
も
無
之
事
ニ
候
へ

と
も
、
奉
対
公
義
領
主
第
一
之
勤
ニ
御
座
候
所
、
万
々
行
届
不

御

名

申
候
而
ハ
天
災
無
拠
と
ハ
乍
申
、
於
I
l
l・
深
く
心
痛
被
致
只
々

右
着
米
を
折
角
相
待
罷
在
候
事
ニ
候
所
、
万
一
延
着
ニ
相
成
莫
大

之
人
命
ニ
か
、
わ
り
候
而
ハ
大
事
至
極
之
義
、
於
私
共
前
後
当
惑

可
申
様
無
之
事
ニ
御
座
候
、
切
手
米
之
義
ハ
た
と
へ
大
坂
ニ
御
座

候
と
も
其
持
主
之
品
ニ
而
其
所
之
も
の
ニ
ハ
無
之
筋
ニ
候
得
ハ
、

年
行
司
と
も
難
相
渡
と
申
之
筋
何
と
も
不
相
済
義
ニ
付
、
不
得
己

渡
方
被
仰
渡
被
下
度
申
上
候
事
ニ
御
座
候
、
然
ル
ニ
尤
ニ
ハ
候
へ

と
も
難
被
仰
渡
之
趣
ニ
御
座
候
而
ハ
誠
以
恐
惑
至
極
之
義
ニ
御
座

候
、
御
苦
柄
等
申
上
候
心
底
曽
而
無
之
義
ニ
御
座
候
へ
と
も
不
及

是
非
、
江
戸
表
へ
也
願
申
上
候
外
有
之
ま
し
く
と
存
申
候

（
『
日
記
』
天
保
四
年
十
二
月
二
十
日
）

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
国
民
撫
育
之
義
」
こ
そ
公
儀
に
対
す

る
大
名
の
第
一
の
務
め
で
あ
る
と
い
う
論
理
（
す
な
わ
ち
そ
れ
を
妨
害

す
る
措
置
を
取
る
や
り
方
は
公
儀
と
し
て
あ
る
ま
じ
き
こ
と
で
あ
る
と

い
う
論
理
を
含
む
）
が
前
面
に
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
大
名
が
所
持

す
る
切
手
米
分
の
米
は
大
坂
の
所
有
物
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
こ
こ

で
持
が
明
か
な
い
の
で
あ
れ
ば
江
戸
表
へ
の
訴
願
も
辞
さ
な
い
と
い
う

姿
勢
を
み
せ
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
こ
で
展
開
さ
れ
て
い
る
介
川

の
論
点
に
は
、
凶
作
目
米
不
足
と
い
う
状
況
下
に
お
い
て
露
呈
さ
れ
る

幕
務
制
的
市
場
構
造
の
矛
盾
そ
の
も
の
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ

λ
J
o
 

aυ 

こ
う
し
た
粘
り
強
い
介
川
の
交
渉
に
よ
っ
て
、
当
初
二
万
石
の
う
ち

三
0
0
0
石
を
払
米
と
す
る
条
件
を
出
し
て
い
た
奉
行
所
で
あ
っ
た

が
、
最
終
的
に
は
、
残
り
一
万
七

0
0
0石
の
う
ち
一
万
五

0
0
0石

を
四
月
ま
で
に
渡
す
と
い
う
決
定
を
下
し
て
い
る
（
『
日
記
」
天
保
五

年
一
月
二
十
日
）
。
し
か
し
、
実
は
秋
田
藩
側
に
お
い
て
、
そ
の
米
切

手
は
入
替
に
よ
っ
て
質
入
れ
に
な
っ
て
お
り
、
「
右
切
手
受
戻
ニ
も
当

惑
之
体
」
「
切
手
米
皆
受
戻
候
ニ
ハ
凡
三
万
両
程
無
之
候
而
ハ
不
相

成
」
と
い
う
状
態
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
『
日
記
』
天
保
五
年
一
月
二

十
日
）
。
し
た
が
っ
て
介
川
は
、
町
奉
行
と
米
の
払
い
出
し
の
交
渉
を
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す
る
一
方
で
、
そ
の
受
け
戻
し
に
つ
い
て
も
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
新
規
調
達
は
ぜ
ひ
と
も
実
現

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

4

銀
調
達
と
買
米
の
努
力

再
度
調
達
銀
の
問
題
に
も
ど
ろ
う
。
介
川
の
要
請
に
基
づ
い
て
国
元

か
ら
家
老
小
野
岡
大
和
が
着
坂
し
た
の
は
、
天
保
五
年
二
月
二
十
二
日

で
あ
る
。
翌
二
十
三
日
に
は
館
入
ら
一
同
と
対
面
、
二
十
九
日
か
ら
三

日
間
、
館
入
ら
へ
の
賞
与
の
儀
式
を
行
っ
て
い
る
。
小
野
間
の
登
坂
は
、

単
に
今
回
の
調
達
に
た
い
す
る
礼
に
と
ど
ま
ら
ず
、
調
達
銀
増
額
の
思

惑
を
も
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
、
館
入
ら
に
し
て
も
容
易
に
推
察

で
き
た
こ
と
で
あ
ろ
う
白
介
川
の
日
記
に
よ
る
と
、
三
家
へ
の
正
式
な

「
被
仰
渡
」
は
七
日
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
問
、
大
坂
詰
役
人
と
小
野

岡
と
の
聞
で
、
国
も
と
の
意
向
と
大
坂
の
現
実
と
の
す
り
合
わ
せ
を
目

的
と
し
た
会
識
が
相
当
数
も
た
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の

は
、
非
公
式
に
加
嶋
屋
定
八
・
弥
十
郎
を
招
い
て
行
わ
れ
た
会
談
で
、

「
此
度
之
御
頼
惣
高
七
千
五
百
貫
目
無
之
候
而
ハ
不
相
成
之
段
申
候
」

（
「
日
記
』
天
保
五
年
三
月
四
日
）
と
あ
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
小

野
岡
の
登
坂
を
機
会
に
新
た
に
七
五
O
O貫
目
の
新
調
達
を
目
論
ん
で

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
は
さ
す
が
の
弥
十
郎
ら
も
唖
然
と
す
る

し
か
な
か
っ
た
よ
う
で
、
仙
台
藩
が
八
万
両
と
い
う
大
造
の
額
を
発
し

た
の
に
対
し
応
え
る
者
が
な
く
、
ま
っ
た
く
の
失
敗
に
帰
し
て
笑
い
種

に
な
っ
た
こ
と
を
例
に
出
し
て
牽
制
し
て
い
る
（
同
前
）
。
結
局
、
三

家
を
も
含
め
、
館
入
ら
へ
の
申
し
渡
し
に
は
具
体
的
な
額
を
明
記
せ

ず
、
い
っ
そ
う
の
協
力
を
求
め
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
水
面

下
で
は
そ
の
後
も
介
川
ら
に
よ
る
個
別
の
折
衝
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

は
こ
れ
ま
で
と
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
の
協
力
依
頼
が
務
主
の

「
御
直
書
」
と
い
う
形
式
で
出
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
し
て
お
く
必
要
が

あ
ろ
う
。
藩
主
の
「
御
直
書
」
と
い
う
権
威
を
用
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

秋
田
藩
の
必
死
の
様
子
が
窺
わ
れ
、
ま
た
そ
の
成
果
如
何
で
は
藩
の
権

威
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け

に
、
も
は
や
離
に
は
他
に
手
立
て
が
な
い
瀬
戸
際
に
立
た
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

介
川
の
日
記
に
は
、
調
達
銀
の
一
覧
が
な
い
の
で
、
個
別
に
「
御
請
」

と
あ
る
記
載
を
拾
っ
て
い
く
し
か
な
い
が
、
管
見
の
限
り
で
銀
高
が
判

明
す
る
も
の
を
月
別
に
あ
げ
て
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

天
保
四
年
十
月
H
辰
巳
屋
久
左
衛
門
（
一
二

O
O貫
目
）
、
同
年
十

一
月
H
鴻
池
庄
兵
衛
（
三
O
O貫
目
）
、
長
田
作
兵
衛
（
九
O
O貫
目
）
、

千
草
屋
忠
三
郎
（
二

O
O貫
目
）
、
升
屋
源
左
衛
門
（
三

O
貫
目
）
、
同

年
十
二
月
日
加
嶋
屋
三
郎
兵
衛
（
三

O
貫
目
）
、
鍵
屋
五
兵
衛
（
二

O

貫
目
）
、
天
保
五
年
三
月
H
播
磨
屋
九
郎
兵
衛
（
一

O
O貫
目
）
、
同
年

四
月

u
梶
川
孫
左
衛
門
（
八
五

O
貫
目
）
、
山
中
新
十
郎
（
一

O
O
貫

目
）
、
辰
巳
屋
久
左
衛
門
（
五
O
O貫
目
）
、
鴻
池
庄
兵
衛
（
三

O
O貫

目
）
、
千
草
屋
忠
三
郎
（
一

O
O貫
目
）
、
難
波
屋
伊
助
（
一

O
貫
目
）
、
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室
谷
仁
兵
衛
（
二

O
O貫
目
）
、
久
々
知
屋
吉
兵
衛
（
六
O
貫
目
）
、
酢

屋
宗
十
郎
（
三
O
貫
目
）
、
升
屋
源
左
衛
門
（
一

O
貫
目
）
、
同
年
五
月

”
鴻
池
庄
兵
衛
（
五
O
貫
目
）
、
大
坂
屋
卯
八
（
三
O
貫
目
）
、
以
上
で

あ
る
。五
月
末
日
の
段
階
で
大
坂
で
の
調
達
総
額
が
五
一
三
四
貫
目
、
江
戸

調
達
分
が
九
六
五
貫
目
、
秋
田
表
調
達
分
が
二
一

O
O貫
目
と
な
っ
て

い
る
か
ら
、
若
干
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
右
の
デ
l
タ
は
大
九
を
把

握
で
き
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
こ
れ
に
よ
る
と
小
野
岡
登
坂
後
の
「
御

請
」
高
が
お
よ
そ
半
分
に
達
し
て
お
り
、
な
ん
と
か
務
の
面
白
は
保
た

れ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
辰
巳
屋
や
長
田
が
い
ち
早
く
多
額
な
銀

高
を
了
承
し
て
い
る
の
に
対
し
、
蔵
元
の
梶
川
は
請
書
の
提
出
が
遅

く
、
山
中
に
至
っ
て
は
、
店
方
の
内
証
を
反
映
し
て
か
請
高
は
低
い
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
辰
巳
屋
や
加
嶋
屋
庄
兵
衛
の
よ
う

に
、
請
高
を
追
加
し
て
い
る
者
も
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
介
川
ら
大
坂
詰
役
の
努
力
に
よ
り
、
天
保
五
年
の
三

月
に
入
る
と
「
秋
田
よ
り
先
便
申
越
候
、
御
廻
米
弐
般
之
外
当
月
三
日

よ
り
十
一
日
迄
追
々
拾
弐
三
般
達
候
趣
、
其
外
加
州
米
も
、
越
後
出
も

四
五
鰻
着
之
よ
し
、
（
中
略
）
右
ニ
付
よ
ふ
／
＼
人
気
蘇
生
之
お
も
ひ

を
な
し
一
同
雀
耀
い
た
し
候
よ
し
」
（
『
日
記
」
天
保
五
年
三
月
二
十
九

日
）
と
い
う
よ
う
な
朗
報
も
大
坂
蔵
屋
敷
に
届
く
よ
う
に
な
り
、
五
月

に
な
る
と
介
川
ら
に
も
「
も
は
や
御
調
達
之
義
も
大
抵
か
た
付
候
様
之

も
の
」
（
「
日
記
」
天
保
五
年
五
月
七
日
）
と
い
う
認
識
が
生
ま
れ
る
に

至
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
本
節
の
最
後
と
し
て
、
秋
田
に
廻
送
さ
れ
た
米
の
出
所
を
確

認
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
時
期
仙
北
筋
の
郡
奉
行
で
あ
っ
た
湊
曾
兵
衛

の
記
録
に
よ
る
と
、
大
坂
・
加
賀
・
富
山
・
越
後
・
飛
島
（
酒
田
）
な

（お｝

ど
か
ら
の
廻
送
の
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
介
川
の

日
記
を
と
お
し
て
確
認
し
て
い
く
と
、
ま
ず
、
加
州
米
に
つ
い
て
は
辰

巳
屋
を
と
お
し
て
折
衝
を
は
か
り
（
天
保
四
年
九
月
二
十
六
日
）
、
町

人
米
五
O
O
O石
の
買
米
を
実
現
し
て
い
る
。
富
山
米
は
、
大
坂
に
登

る
途
中
に
清
水
衛
門
が
当
地
に
立
ち
寄
り
交
渉
を
開
始
し
、
一

0
0
0

石
を
確
約
し
て
い
る
（
天
保
四
年
十
月
十
七
日
）
、
越
後
に
は
国
元
か

ら
藩
役
人
が
派
遣
さ
れ
て
、
天
保
五
年
一
月
ま
で
に
一
万
七
O
O
O
石

の
買
入
れ
を
実
現
し
て
い
る
（
天
保
五
年
一
月
二
十
三
日
）
。
こ
の
ほ

か
、
久
々
知
屋
を
と
お
し
て
、
摂
津
国
に
知
行
地
を
持
つ
青
木
氏
（
甲

斐
守
）
と
交
渉
（
天
保
四
年
十
一
月
十
一
日
）
、
筑
後
の
諸
大
名
や
薩

摩
藩
と
の
交
渉
（
天
保
四
年
十
二
月
六
日
）
、
土
佐
米
・
阿
波
米
の
調

査
（
天
保
四
年
十
二
月
）
、
兵
庫
に
お
け
る
肥
前
米
三
0
0
0
石
の
買

付
け
（
天
保
五
年
一
月
二
十
四
日
）
な
ど
、
湊
の
記
録
を
越
え
て
実
に

多
方
面
に
お
よ
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
買
付
け

が
実
現
し
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
買
付
け
に
至
っ
た
米
は

お
そ
ら
く
大
坂
米
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
留
意
す
べ
き

こ
と
は
、
多
く
の
場
合
そ
の
交
渉
・
仲
介
は
館
入
ら
が
務
め
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
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第
四
節

館
入
と
の
日
常
の
交
流

最
後
に
、
館
入
た
ち
と
の
日
常
に
お
け
る
交
流
の
あ
り
方
を
み
て
お

き
た
い
。
国
産
品
や
蔵
米
取
引
に
よ
る
利
害
関
係
が
両
者
の
基
本
で
あ

る
と
し
て
も
、
調
達
な
ど
の
交
渉
が
藩
役
人
の
思
惑
ど
お
り
に
進
め
ら

れ
る
た
め
に
は
、
両
者
の
関
係
を
維
持
す
る
た
め
の
日
常
的
な
努
力
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
廻
米
や
蔵
物
を
獲
得
し
て
商
品
化

し
よ
う
と
す
る
館
入
の
側
に
あ
っ
て
も
同
様
で
あ
る
。
両
者
が
日
常
的

に
ど
の
よ
う
な
交
流
の
機
会
を
も
っ
て
い
た
の
か
、
介
川
の
日
記
を
も

と
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
日
常
的
な
も
の
と
し
て
は
、
毎
月
一
日
と
十
五
日
を
「
当
日

之
礼
」
の
日
と
し
、
館
入
ら
が
屋
敷
に
挨
拶
に
訪
れ
て
い
る
。
「
当
日

之
礼
、
旧
家
・
新
家
御
館
入
来
、
塩
屋
惣
十
郎
碁
を
打
夜
ニ
及
」
な
ど

と
あ
り
、
単
な
る
儀
礼
に
と
ど
ま
ら
ず
親
践
を
深
め
る
機
会
で
も
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
六
日
を
碁
会
の
日
と
し
て
設
定
し
て
い

た
よ
う
で
、
こ
れ
は
「
拙
者
御
長
屋
ニ
而
碁
会
い
た
し
、
御
館
入
招
候
、

昼
よ
り
山
中
新
十
郎
・
清
人
・
幸
人
参
候
、
タ
後
よ
り
か
し
ま
や
弥
十

郎
・
要
助
・
鴻
池
庄
兵
衛
・
辰
巳
や
佐
助
・
長
兵
衛
・
山
崎
屋
与
七
郎

等
追
々
参
候
、
夜
五
ツ
半
頃
ニ
及
、
御
屋
敷
人
数
皆
出
ル
」
（
天
保
五

年
十
月
六
日
）
と
い
う
よ
う
に
、
主
な
館
入
が
介
川
の
借
屋
敷
に
招
か

れ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
昼
か
ら
夜
五
ツ
半
頃
ま
で
と
あ
る
か
ら
、
長

時
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
御
屋
敷
人
数
皆
出
ル
」
と

あ
る
よ
う
に
、
介
川
だ
け
で
な
く
蔵
屋
敷
詰
の
役
人
ら
も
参
加
し
て
親

睦
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

大
き
な
規
模
で
行
わ
れ
た
の
は
、
廻
銅
船
や
廻
米
船
の
無
事
廻
着
の

祝
い
と
次
年
度
の
安
全
の
祈
願
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ほ
ど
日
を
隔

て
な
い
が
別
々
に
行
わ
れ
る
の
が
恒
例
で
あ
っ
た
。
ど
ち
ら
も
住
吉
社

へ
の
参
拝
が
形
式
上
の
目
的
で
あ
る
。
天
保
三
年
を
事
例
と
し
て
安
全

祈
願
の
方
か
ら
み
て
み
よ
う
。
こ
の
集
ま
り
を
「
高
度
会
」
と
称
し
て

い
る
。
ま
ず
、
「
住
吉
ニ
而
高
度
会
舟
々
無
事
着
之
祈
例
之
通
御
蔵
本

両
家
井
か
し
ま
や
に
て
い
た
し
、
御
や
し
き
人
数
無
残
因
招
参
候
」
と

あ
る
。
三
家
が
主
催
で
、
屋
敷
詰
の
役
人
は
み
な
出
席
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
朝
八
時
頃
よ
り
出
発
し
て
、
住
吉
社
近
く
の
伊
丹
屋
と
い

う
料
亭
で
休
憩
、
こ
こ
で
三
家
の
当
主
あ
る
い
は
支
配
人
と
集
合
し
て

い
る
。
こ
こ
で
軽
く
酒
と
飯
を
食
し
、
そ
れ
よ
り
梓
に
着
替
え
て
住
吉

社
へ
出
発
す
る
。
こ
の
日
は
雨
の
た
め
中
止
と
な
っ
た
が
通
例
で
は
境

内
で
神
楽
を
奉
納
す
る
の
が
慣
例
で
あ
っ
た
。
社
の
な
か
で
細
々
と
し

た
拝
殿
の
儀
式
を
済
ま
せ
、
ま
た
伊
丹
屋
へ
戻
っ
て
着
替
え
酒
席
と
な

る
。
午
後
四
時
頃
岐
路
に
着
き
、
さ
ら
に
途
中
富
田
屋
と
い
う
茶
屋
に

入
っ
て
酒
宴
と
な
っ
て
い
る
。
帰
宅
は
「
夜
九
ツ
頃
帰
」
と
あ
る
か
ら
、

真
夜
中
で
あ
る
（
以
上
『
日
記
』
天
保
三
年
二
月
十
七
日
）
。

次
に
着
船
祝
い
を
み
て
み
よ
う
。
段
取
り
は
祈
願
の
時
と
同
じ
で
あ

る
が
、
仲
仕
な
ど
も
参
加
さ
せ
て
い
る
た
め
「
上
下
百
八
拾
人
」
と
大

人
数
で
あ
る
。
や
は
り
住
吉
社
近
く
の
伊
丹
屋
に
集
合
、
そ
の
後
住
吉
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社
へ
参
拝
し
て
い
る
。
「
庭
神
楽
等
惣
而
高
度
会
之
節
之
通
」
と
あ
る
。

参
拝
が
終
わ
っ
て
ふ
た
た
び
伊
丹
屋
へ
戻
り
酒
宴
と
な
る
。
人
数
が
多

い
た
め
座
敷
は
貸
切
で
あ
る
。
午
後
四
時
頃
引
き
揚
げ
、
そ
の
ま
ま
住

吉
屋
と
い
う
茶
屋
に
席
を
移
し
、
ま
た
酒
宴
と
な
っ
て
い
る
。
「
芸
子

十
七
人
参
候
（
中
略
）
い
つ
れ
も
歓
を
極
め
け
い
こ
な
と
を
ど
ふ
に
あ

け
大
さ
わ
き
也
」
な
ど
の
記
述
か
ら
、
そ
の
様
子
の
一
端
が
知
ら
れ
よ

う
。
こ
の
日
参
加
し
た
館
入
（
支
配
人
を
含
む
）
は
二
十
四
名
に
お
よ

ん
で
い
る
（
『
日
記
」
天
保
三
年
三
月
十
一
日
）
。
以
上
の
ほ
か
に
も
、

節
句
や
屋
敷
内
の
稲
荷
社
の
神
事
、
蔵
聞
や
蔵
仕
舞
等
、
館
入
を
招
い

て
の
酒
席
は
少
な
く
な
い
。

館
入
か
ら
の
招
き
に
よ
る
酒
席
も
少
な
く
な
い
。
介
川
の
着
坂
の
直

後
、
そ
の
歓
迎
た
め
三
家
に
よ
る
主
催
で
道
頓
掘
に
芝
居
見
物
に
招
か

れ
た
際
に
は
、
芝
居
小
屋
で
二
の
膳
、
三
の
膳
付
き
で
酒
を
飲
み
、
芝

居
が
跳
ね
た
後
も
「
富
田
屋
へ
移
品
々
馳
走
有
」
と
記
し
て
い
る
（
『
日

記
』
天
保
三
年
十
月
二
日
）
。

個
人
的
な
対
応
も
多
い
。
い
く
つ
か
例
を
あ
げ
て
み
る
と
、
「
辰
巳

屋
久
左
衛
門
出
会
〔
持
合
ニ
而
］
に
て
嶋
之
内
富
田
屋
へ
参
候
」
（
『
日

記
」
天
保
三
年
十
一
月
二
十
二
日
。
〔
〕
は
割
注
）
、
「
か
し
ま
や
三

郎
兵
衛
出
会
ニ
而
北
新
地
芝
居
へ
参
侯
」
（
『
日
記
」
天
保
三
年
間
十
一

月
二
日
）
、
「
室
谷
仁
兵
衛
酒
振
廻
申
度
よ
し
ニ
付
御
や
し
き
人
数
不
残

住
吉
屋
へ
参
候
」
（
同
閏
十
一
月
十
二
日
）
、
「
鴻
池
庄
兵
衛
七
ツ
半
頃

参
候
而
、
治
兵
衛
・
吟
味
役
へ
も
申
候
ニ
付
只
今
よ
り
す
み
よ
し
ゃ
へ

参
候
様
い
た
し
度
と
の
事
、
い
ろ
／
＼
調
事
も
候
へ
と
も
拙
者
跡
よ
り

可
参
と
申
候
而
、
暮
過
参
候
」
（
『
日
記
』
天
保
四
年
七
月
二
十
六
日
）
、

な
ど
、
そ
の
例
に
は
事
欠
か
な
い
。
と
り
わ
け
懇
意
で
あ
っ
た
長
田
作

兵
衛
の
も
て
な
し
は
介
川
に
は
驚
き
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
様
子
を

次
の
よ
う
に
、
事
細
か
に
書
き
記
し
て
い
る
。

席
ニ
ハ
九
尺
一
査
の
か
け
も
の
大
洋
ニ
旭
の
一
軸
、
其
余
お
り
廻

し
見
事
ニ
そ
め
候
幕
又
ハ
金
扉
、
床
の
下
よ
り
お
り
廻
し
座
ふ
と

ん
敷
有
之
、
い
つ
れ
も
夫
へ
座
ス
、
座
間
へ
毛
せ
ん
を
敷
有
之
燭

も
多
し
、
く
わ
し
台
へ
堆
く
盛
出
ス
、
地
車
の
か
た
白
紅
大
ら
く

か
ん
、
其
外
も
り
添
有
、
中
居
之
半
え
り
白
り
ん
す
、
地
車
の
も

ん
を
織
た
る
も
の
也
、
酒
・
吸
も
の
出
ル
、
右
之
吸
も
の
井
肴
等

ハ
皆
伊
勢
道
中
之
名
物
と
い
ふ
趣
向
と
見
、
一
々
五
雲
之
短
冊
紙

之
札
江
其
地
名
を
印
し
有
、
時
に
げ
い
こ
三
人
出
座
間
之
毛
せ
ん

之
上
ニ
座
す
、
左
右
は
三
味
せ
ん
中
ハ
胡
弓
也

（
『
日
記
』
天
保
三
年
間
十
一
月
十
四
日
）

も
ち
ろ
ん
、
藩
側
の
馳
走
も
必
要
で
あ
る
。
す
で
に
み
て
き
た
よ
う

に
館
入
ら
と
の
相
談
時
に
は
か
な
ら
ず
そ
の
あ
と
は
酒
席
が
用
意
さ
れ

て
い
た
し
、
そ
う
し
た
場
で
館
入
ら
か
ら
貴
重
な
助
言
を
得
る
こ
と
も

一
度
や
二
度
で
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
「
御
借
財
仕
法
」
継
続
の
件

が
問
題
に
な
っ
て
い
た
時
点
で
は
、
「
暮
以
前
よ
り
か
し
ま
や
定
人
・

弥
十
郎
、
拙
者
か
た
へ
招
き
、
治
兵
衛
井
又
右
衛
門
・
甚
五
兵
衛
も
参

候
、
仕
法
引
継
之
事
ニ
付
秋
田
往
復
之
次
第
内
々
申
談
、
（
中
略
）
品
々
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深
切
之
内
話
有
之
酒
出
ス
、
深
更
ニ
い
た
る
」
（
『
日
記
』
天
保
四
年
五

月
十
三
日
）
、
「
鴻
池
清
八
相
招
候
所
七
ツ
頃
よ
り
参
候
、
治
兵
衛
井
又

右
衛
門
・
甚
五
兵
衛
も
参
候
、
仕
法
引
継
之
事
内
談
い
た
し
候
、
（
中

略
）
酒
出
ス
」
（
同
十
四
日
）
、
「
暮
以
前
よ
り
塩
屋
平
蔵
招
候
処
参
候
、

四
人
揃
候
而
仕
法
之
義
清
八
江
申
候
通
及
内
談
ニ
、
恐
入
追
々
願
申
上

候
義
可
有
御
座
と
申
事
ニ
候
へ
と
も
押
々
頼
置
候
、
す
み
よ
し
ゃ
へ
伴

候
」
（
同
十
七
日
）
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

目
的
が
達
成
さ
れ
れ
ば
、
当
然
手
厚
い
馳
走
が
必
要
で
あ
る
。
天
保

三
年
の
「
違
作
」
対
応
の
た
め
の
調
達
銀
の
こ
と
が
一
段
落
し
た
後
に

は
、
延
べ
四
日
間
に
わ
た
っ
て
「
出
精
御
賞
」
と
し
て
藩
主
か
ら
の
下

賜
品
を
与
え
る
式
が
行
わ
れ
、
会
の
後
い
ず
れ
も
茶
屋
に
お
い
て
酒
席

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
人
数
は
、
店
方
と
の
仲
介
役
を
務
め
た
支

配
人
ら
を
含
め
て
、
総
勢
四
十
七
人
に
お
よ
ぶ
。
天
保
四
年
の
飢
館
の

た
め
の
調
達
の
際
も
、
家
老
同
席
の
う
え
、
「
御
蔵
元
始
先
達
御
調
達

御
請
申
上
候
御
挨
拶
今
日
於
住
吉
屋
御
料
理
被
下
候
」
（
『
日
記
』
天
保

五
年
七
月
九
日
）
と
し
て
、
二
十
三
名
を
招
い
て
い
る
（
出
席
者
十
六

名）。介
川
は
、
天
保
三
年
十
月
か
ら
天
保
六
年
三
月
ま
で
、
足
掛
け
四
年

の
在
坂
と
な
っ
た
。
例
外
的
な
長
期
の
出
張
で
あ
る
。
最
後
に
、
介
川

が
国
も
と
に
帰
国
す
る
際
の
様
子
を
引
用
し
て
お
く
。

愈
今
日
出
足
ニ
付
人
ツ
半
時
頃
御
や
し
き
へ
参
候
、
見
送
ニ
参
候

面
々
、
和
田
猪
之
助
・
山
下
八
郎
右
衛
門
・
高
岡
吉
右
衛
門
・
大

坂
や
久
左
衛
門
・
長
浜
や
源
左
衛
門
・
助
松
や
伊
兵
衛
・
伊
勢
屋

東
四
郎
・
か
し
ま
や
三
郎
兵
衛
・
鴻
池
庄
兵
衛
・
辰
巳
や
佐
助
・

長
兵
衛
・
近
江
や
儀
作
・
か
し
ま
や
彦
七
・
久
々
知
や
吉
兵
衛
・

山
下
休
兵
衛
・
百
足
や
太
右
衛
門
・
北
国
や
平
右
衛
門
・
山
下
茂

兵
衛
・
か
し
ま
や
小
七
・
清
七
・
山
崎
や
一
郎
兵
衛
其
外
雑
賀
や

七
之
助
・
雑
賀
や
庄
三
郎
も
参
候
、
（
中
略
）
桜
宮
辺
へ
船
ニ
て

送
ニ
参
候
も
の
、
山
中
新
十
郎
・
梶
川
市
之
助
・
鴻
池
清
八
・
塩

屋
茂
助
・
か
し
ま
や
弥
十
郎
・
山
崎
や
与
七
郎
・
雑
賀
や
七
之

助
・
久
々
知
や
吉
兵
衛
・
鴻
池
太
蔵
、
此
外
鴻
池
庄
兵
衛
も
参

候
、
治
兵
衛
・
又
右
衛
門
も
罷
越
候
、
暫
別
酒
を
齢
夜
五
ツ
半
頃

別
ル
（
割
注
略
）
右
人
数
の
外
長
田
作
兵
衛
も
参
る
べ
き
所
不
快

の
よ
し
ニ
て
昨
日
旅
宿
へ
罷
越
断
候
也
、
其
余
鴻
池
幸
人
・
塩
屋

平
蔵
・
か
し
ま
や
要
助
等
ハ
流
行
の
風
疹
ニ
付
不
参
、
惣
て
に
き

／
＼
し
く
出
立
い
た
し
候
（
天
保
六
年
三
月
六
日
）

こ
の
よ
う
な
場
面
が
、
儀
礼
的
な
も
の
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
部
分

も
確
か
に
あ
ろ
う
。
し
か
し
ま
た
、
一
面
で
は
無
理
難
題
と
も
い
え
る

調
達
を
忍
耐
強
く
説
得
し
、
常
々
の
情
報
交
換
と
親
密
な
関
係
を
維
持

し
よ
う
と
す
る
大
坂
詰
役
人
の
努
力
が
反
映
さ
れ
て
い
る
側
面
も
否
定

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

nu 

結
び
に
か
え
て

以
上
、
天
保
四
年
の
飢
僅
前
後
に
お
け
る
、
大
坂
留
守
居
役
と
館
入
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と
の
交
渉
の
実
態
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
館
入
と
は
、
単
な
る
金

銭
的
な
ス
ポ
ン
サ
ー
に
と
ど
ま
ら
な
い
藩
財
政
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
的
な

役
割
を
は
た
す
こ
と
、
一
つ
の
調
達
の
実
現
の
前
提
と
し
て
綴
密
な
根

回
し
と
交
渉
が
あ
る
こ
と
、
秋
田
藩
で
は
、
文
政
十
二
年
に
借
財
の
返

済
に
関
す
る
特
別
仕
法
（
元
銀
据
置
、
利
率
下
げ
）
が
実
施
さ
れ
る
が
、

天
保
四
年
を
さ
か
い
に
そ
れ
が
恒
常
的
に
な
っ
て
い
く
こ
と
、
館
入
の

中
で
も
と
り
わ
け
長
田
作
兵
衛
家
（
加
嶋
屋
）
が
秋
田
藩
と
密
接
な
関

係
を
保
っ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
を
指
摘
し
た
。

最
後
に
、
以
降
の
展
開
を
展
望
し
て
問
題
提
起
と
し
た
い
。

天
保
四
年
の
新
規
調
達
に
あ
る
程
度
成
功
し
た
と
は
い
え
、
い
う
ま

で
も
な
く
こ
れ
ら
は
莫
大
な
借
財
と
し
て
以
降
の
藩
財
政
を
圧
迫
す
る

こ
と
に
な
る
。
介
川
の
総
括
に
よ
れ
ば
、
天
保
三
年
と
四
年
の
大
坂
調

達
分
が
一
七
万
六
O
O
O両
、
従
来
の
借
財
（
大
坂
）
が
二
六
万
雨
、

江
戸
に
お
け
る
調
達
が
当
該
時
期
八
万
九
O
O
O両
、
従
来
と
合
わ
せ

て
二
一
万
七
0
0
0、
両
表
合
わ
せ
て
お
よ
そ
六
五
万
三

0
0
0両
と

な
っ
て
い
る
（
『
日
記
』
天
保
五
年
八
月
八
日
）
。
こ
の
莫
大
な
負
債
は
、

や
が
て
藩
政
の
方
向
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
天
保
九

年
、
藩
は
こ
れ
ら
の
負
債
の
一
部
返
還
を
企
て
、
再
度
「
家
口
米
仕
法
」

を
実
施
す
る
。
こ
れ
は
、
士
民
合
わ
せ
て
領
民
の
飯
米
を
そ
の
家
の
人

数
に
応
じ
て
支
給
米
と
し
、
そ
の
ほ
か
の
米
を
藩
の
も
と
に
一
元
的
集

中
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
天
保
四
年
に
飢
僅
対
策
と

し
て
実
施
さ
れ
た
が
、
城
下
は
別
と
し
て
全
領
規
模
の
政
策
と
し
て
は

実
質
的
に
失
敗
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
天
保
九
年
時
に
は
、
そ
の
目
的

を
は
っ
き
り
と
大
坂
借
財
の
返
済
の
た
め
と
宣
言
し
て
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
O
）
に
は
、
上
方
館
入
の
惣
代
と

し
て
久
々
知
屋
吉
兵
衛
が
来
秋
し
、
秋
田
藩
領
内
に
お
け
る
金
札
の
発

行
や
、
米
の
買
集
を
画
策
し
て
い
る
。
借
財
返
済
へ
の
対
応
が
限
界
点

に
達
し
た
状
況
の
中
で
、
館
入
ら
の
藩
財
政
へ
の
関
与
が
強
ま
っ
て
き

て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
よ
う
。
全
国
的
視
野
に
立
っ
た
市
場
論
で

は
、
廻
米
の
大
坂
以
外
で
の
払
い
出
し
の
事
実
を
も
っ
て
藩
の
自
立
傾

｛幻）

向
を
説
く
論
も
あ
る
。
た
し
か
に
介
川
に
も
「
追
々
は
大
坂
御
回
米
被

相
減
地
払
被
成
又
は
松
前
表
交
易
之
義
等
取
計
候
得
者
莫
大
御
国
益
ニ

相
成
候
ハ
必
然
之
事
候
」
（
「
日
記
』
文
化
八
年
二
月
十
四
日
）
と
い
う

認
識
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
本
稿
で
検
討
し
て
き
た
経
過
を
み
る
限

り
、
全
体
と
し
て
は
む
し
ろ
大
坂
へ
の
経
済
的
依
存
度
を
強
め
て
い
か

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
が
読
み
取
れ
る
。
こ
う
し
た
動
き

は
、
幕
末
藩
政
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
は
た
す
こ
と
に
な
る
の

か
、
よ
り
巨
視
的
な
視
点
で
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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（注）
（1
）
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
宮
本
又
次
編
『
大
阪
の
研
究
・
第
四

巻
｜
蔵
屋
敷
の
研
究
・
鴻
池
家
の
研
究
｜
』
（
清
文
堂
、
一
九
七
O

年
）
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。

（2
）
主
な
も
の
と
し
て
、
賀
川
隆
行
『
近
世
大
名
金
融
史
の
研
究
』
（
吉
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川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
）
、
藤
村
聡
『
近
世
中
央
市
場
の
解
体
』
（
清

文
堂
、
二

O
O
O年
）
、
中
川
す
が
ね
『
大
坂
両
替
商
の
金
融
と
社

会
』
（
清
文
堂
、
二

O
O
三
年
）
、
高
槻
泰
郎
「
近
世
米
市
場
の
形
成

と
展
開
』
（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
O
二
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（3
）
賀
川
前
掲
書
第
七
章
、
お
よ
び
藤
村
前
掲
書
第
二
部
第
E
章。

（4
）
賀
川
前
掲
書
第
九
寧
。

（5
）
中
川
前
掲
書
第
七
章
。

（
6
）
藤
村
前
掲
書
第
三
部
第
E
章。

（
7
）
藤
村
前
掲
書
第
三
部
第
四
章
。

（8
）
伊
藤
昭
弘
「
一
八
世
紀
の
藩
財
政
と
大
坂
金
融
資
本
」
（
『
日
本
史
研

究
』
五
O
六
、
二
O
O
四
年
）
。

（
9
）
荒
武
賢
一
朗
「
在
坂
役
人
の
活
動
と
蔵
屋
敷
問
題
」
（
荒
武
賢
一
朗
・

渡
辺
尚
志
編
『
近
世
後
期
大
名
家
の
領
政
機
構
』
、
岩
田
書
院
、
二

O
一
一
年
）
。

（
叩
）
泉
正
人
「
藩
世
界
と
大
坂
」
（
岡
山
藩
研
究
会
編
『
藩
世
界
と
近
世

社
会
』
、
岩
田
書
院
、
二
O
一
O
年）。

（
日
）
高
橋
秀
夫
「
大
坂
商
業
資
本
と
大
名
貸
」
（
今
村
教
授
退
官
記
念
会

編
『
秋
田
地
方
史
の
研
究
」
、
金
沢
文
庫
、
一
九
七
三
年
）
、
高
橋
秀

夫
「
文
政
期
秋
田
藩
の
大
坂
借
財
に
つ
い
て
の
一
史
料
」
（
『
秋
大
史

学
』
第
二
八
号
、
一
九
八
二
年
）
。
藤
村
前
掲
書
第
二
部
第
E
章
お

よ
び
第
三
部
第
V
寧。

（
ロ
）
こ
の
時
期
の
国
元
の
飢
館
対
策
に
つ
い
て
は
、
金
森
正
也
「
藩
政
改

革
と
地
域
社
会
」
（
清
文
堂
、
二

O
一
一
年
）
第
八
章
を
参
照
さ
れ

た
い
。

（
日
）
同
史
料
は
個
人
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
が
、
以
前
よ
り
秋
田
県
立
秋
田

図
書
館
に
そ
の
撮
影
フ
ィ
ル
ム
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
の
ち
秋
田
県

公
文
書
館
に
移
管
さ
れ
た
。
そ
れ
が
個
人
撮
影
で
あ
る
こ
と
、
一
九

六
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
秋
田
県
史
・
資
料
近
世
編
」
に
抄
録
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
一
部
こ
れ
を
用
い
た
個
別
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
同
フ
ィ
ル
ム
が
、
史
料
所
蔵
者
の
利
用
許
可
を
得

て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
た
が
、
秋
田

県
立
秋
田
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
に
い
た
る
経
緯
が
明
ら
か
で
な

く
、
ま
た
時
間
の
経
過
か
ら
所
蔵
者
が
代
替
わ
り
さ
れ
て
い
る
可
能

性
な
ど
を
考
え
、
一
般
公
開
が
控
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
二

O
一
一
年
、
秋
田
県
公
文
書
館
の
努
力
に
よ
っ
て
現
所
蔵

者
が
明
ら
か
と
な
り
、
あ
ら
た
め
て
研
究
上
の
利
用
許
可
が
得
ら
れ

た
。
史
料
原
本
は
所
蔵
者
の
ご
都
合
に
よ
り
見
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
現
在
は
撮
影
フ
ィ
ル
ム
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
、
写
真
本
と
し
て
、

秋
田
県
公
文
書
館
で
閲
覧
・
複
写
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿

は
、
こ
の
写
真
本
を
利
用
し
て
い
る
。

（U
）
「
改
革
派
官
僚
」
と
い
う
こ
と
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
金
森
前
掲
番

第
五
章
・
六
章
を
参
照
の
こ
と
。

（
日
）
『
大
阪
の
研
究
』
第
四
巻
、
一

O
九
頁
。

（
凶
）
『
新
修
大
坂
市
史
』
第
三
巻
、
四
八
三
頁
。

（
口
）
同
右
。
七
三
七
頁
。

（
時
）
『
日
記
』
に
は
こ
の
と
き
の
調
達
銀
を
一
覧
で
き
る
記
載
が
な
い
。
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こ
れ
は
『
日
記
』
に
請
書
提
出
と
あ
る
部
分
を
随
時
書
き
出
し
た
も

の
で
あ
る
。

（
叩
）
前
掲
『
新
修
大
坂
市
史
』
第
四
巻
。
中
井
信
彦
「
転
換
期
幕
藩
制
の

研
究
』
（
塙
書
房
、
一
九
七
一
年
）
。

（
加
）
「
摂
津
国
大
坂
玉
水
町
加
嶋
屋
長
田
家
文
書
」
。
国
文
学
研
究
資
料
館

所
蔵
。
以
下
、
同
家
の
史
料
に
つ
い
て
は
「
長
田
家
」
と
注
記
す
る
D

（
幻
）
長
田
家
「
秋
田
口
々
調
達
銀
元
入
残
銀
高
調
」
。

（
忽
）
『
新
修
大
坂
市
史
』
第
四
巻
。

（
お
）
同
右
。

（
却
）
金
森
前
掲
書
第
八
章
。

（
お
）
同
右
。

（
お
）
同
右
。

（
幻
）
前
掲
の
藤
村
聡
『
近
世
中
央
市
場
の
解
体
』
が
そ
の
代
表
的
な
も
の

で
あ
る
。
藤
村
氏
は
秋
田
藩
を
検
討
対
象
に
し
た
部
分
で
高
橋
秀
夫

氏
の
論
文
（
高
橋
｜
一
九
八
二
）
に
拠
り
な
が
ら
、
介
川
が
、
地
払

い
の
方
が
大
坂
廻
米
よ
り
高
い
利
潤
を
あ
げ
う
る
こ
と
を
試
算
し
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
藩
の
H

大
坂
離
れ
u

を
示
す
も
の
と
し
て

い
る
が
、
こ
の
事
実
の
み
を
も
っ
て
秋
田
藩
の
上
方
経
済
か
ら
の
自

立
傾
向
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
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